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本日の会議に付した事件〔日程と同じ〕 

 

         午前９時５９分  開  議 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

皆さん、おはようございます。 

本会議を再開します。 

ただいまから、本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

                                            

日程第１「会議録署名議員の指名」 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

本日の会議録署名議員は、会議規則第120条の規定によって、６番髙平

聡雄君及び７番秋山富雄君を指名します。 

一般質問に入る前に、きのうの髙平聡雄議員の質問に対して執行部より
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報告がございますので、最初報告をしていただきます。 

町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

おはようございます。 

昨日の髙平議員のご質問の中で、地震発生後に大和町の無線放送、第１

回目何時ごろどういった内容でということでございました。これにつきま

して、ご報告をしたいと思いますが、３月11日でございますが、２時52分

に第１回目やっているのです。内容につきましては、「こちらは防災大和

広報です。大和町役場総務まちづくり課からお知らせします。先ほど強い

地震が発生いたしました。余震にご注意ください。以上防災大和広報でし

た。」ということで、まず地震のあったこと、これは皆さんおわかりです

が、そういったことについてのことと、それから余震に注意をしてくださ

いということを第一報しております。 

その後、３時５分ごろですが、災害対策本部を設置いたしましたので、

そのことについて本部からということのお知らせ、「設置をいたしました。

また各消防団につきましては、警戒体制になっててください。」という旨

の第二報をやっているところでございます。その後、順次そういったもの

を繰り返しているということでございますので、ご報告をさせていただき

ます。以上です。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

報告終わります。 

                                            

日程第２「一般質問」 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

日程第２、一般質問を行います。 

きのうに引き続き、順番に発言を許します。 

13番大友勝衛君。 
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１３ 番 （大友勝衛君） 

皆さん、おはようございます。 

きょうは五月晴れではないのですが、６月の新緑が目にまぶしいぐらい

のきょうはいい天気の中で、余り触れたくないような質問ですけれども、

今回の震災についてのご質問をさせていただきたいと思います。 

それでは、通告に従いまして、３件について質問をさせていただきたい

と思います。 

まず１件目、東日本大震災で発生した災害ごみ処理についてということ

で、今回の震災によって発生した膨大な量の瓦れきを含めた災害ごみで、

燃えるごみ、燃えないごみ、粗大ごみ、さらには瓦れき等のそれぞれの本

町での推定量はどのくらいになっているのかということで、また、合わせ

てそのおのおのの処分の方法等について、まずお伺いしたいと思います。 

また、災害ごみの無料での受け入れ期間が当初の４月30日から６月30日

までとこれを延ばしていただいたとこに関しましては、私からも厚く御礼

を申し上げたいと思います。工事業者等々含めて大変忙しい中で、なかな

か大和町内の要望にこたえられないというのが現状であったわけで、速や

かに６月まで延ばしていただいたということで感謝をするわけでございま

すけれども、まだまだ被災された家屋あるいはまだブロック等も多分多数

残っているのだと、被害を受けられたブロック、それらの処分もまだ完全

に済んでないというのが現状だろうと思います。 

その中で、大和町として、町としてその処理がどの程度進んでいるのか。

まず、そういった、さらには今後どのぐらいの期間が当然かかるのか、そ

の辺の見通し等についても、どうお考えなのかお伺いしたいと思います。 

また、災害ごみの処理費用については、当然のことながら膨大な金額、

金もかかるわけでございますけれども、当初国の責任において、県を介し

て一元的に行うというような国の方針が一時は示されたということであり

ますけれども、県も広範囲の中で大変苦労されているということだろうと

思いますけれども、県を介して一元的にという当初の計画が県も厳しい中

でできる限り各市町村でというようなトーンが下がってきているような感

じを受けられるということで、町としてもそれらを当然任せられた場合処

理できるのかできないのか含めて、その例えば大和町が受けることになれ

ば、その処理費用等もどういった負担になってくるのか。それらを含めて、
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この町の対応等についてをお伺いしたいと思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

答弁を求めます。町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

それでは、ただいまの大友議員のご質問でございますが、初めに今回の

震災で発生いたしました震災ごみの推計についてでございますけれども、

これ今月末の見込みということで一応推計しておりますが、木材などの可

燃物につきましては1,210トン、トタン、石膏などの不燃物、これが240ト

ン、ブロックやかわら等の瓦れき、これが2,800トン、粗大ごみが250トン、

総量4,500トンと見込んでおります。 

それらの処理方法につきましては、コンクリート、ブロック等は粉砕を

し砕石等にし、木材は細かく破砕してチップ燃料等、そういう形で可能な

限りリサイクル処理をし、リサイクルできなかったものを最終処分場処理

と考えております。 

次に、６月30日までですべての搬入が終わるかということでございます

けれども、解体業者等の都合から作業が大幅におくれているという状況も

見受けられるところでございますので、７月以降につきましては被災者の

方からの申し出をいただき、受け入れ日時等の申し合わせをして対応して

いきたいと考えております。 

受け入れについて、常時受け入れということではなく、もう少し絞った

形で、町内のごみの確認をしながらと言えばいいのでしょうか、そういっ

た状況にしていきたいと考えております。 

なお、受け入れ期限はいずれ必要と考えておりますので、その町内の被

災状況のほか家屋等の修理、片づけの度合い等を考慮しまして、被災ごみ

受け入れの期限を決定してまいりたいと考えております。 

次に、ごみ処理の費用のご質問でございますけれども、今議会でもご提

案しておりますとおり、６月までの搬入量推計で災害廃棄物総量4,500ト

ンということで申し上げましたが、これを処理するのに7,990万円と見込

んでおるところでございます。 

一元的な処理については、県に対し事務委託が可能かどうか確認してい



１１２ 

るところでございますが、県が受託して処理を進める地域につきましては、

今回は沿岸部の市町のみとなっておる状況でございまして、内陸部につき

ましてはそれぞれの市町村で処理することとなっております。 

災害ごみの処理に要する費用の負担割合でございますけれども、処理費

用、これは事務費も含んでの全体の２分の１を国が国庫で補助いたすこと

になっております。そして、残りの部分につきましては起債となります災

害対策債ということでございまして、後に地方交付税算入にするというこ

とでございますけれども、補助以外の処理経費のすべてが交付されるか不

明瞭な部分がまだありますことから、今後、県内市町村とも打ち合わせな

がら、国による全額国庫負担を重ねて要望してまいりたいと、このように

考えておるところでございます。以上です。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

13番大友勝衛君。 

 

１３ 番 （大友勝衛君） 

ただいま町長からの対応についての説明をいただきましたけれども、ま

ずもってそれぞれリサイクル可能なものはリサイクルに回すということで

ございますけれども、特に今回かわら等々が大分多く被害を受けられて、

それらも瓦れきとしてコンクリートあわせて第一次集積場に当然捨てられ

ている状況であります。ただ、これかわらについては多分砕石として利用

はなかなか難しいのではないかと、固いというかそういった関連からそれ

らはどうされるのか。 

そして、またリサイクルできなかった部分については最終処分場という

ことでございますけれども、これ黒川行政事務組合の最終処分場なのか、

県が指定された一元的に沿岸部含めて対応する場所に処分するのか、改め

てその辺の確認をしておきたいと思います。 

また、燃やすごみ等々についても、当然行政事務組合の施設を使うのだ

と思いますけれども、ご存じのとおりその焼却施設も老朽化している中で、

今回当然震災被害も受けたわけですけれども、果たしてこれらの相当量の

予想される中で、それに対応し得るものかどうかということもあわせてお

尋ねをしたいと思います。 



１１３ 

最後にですが、その中で２分の１が国が国庫で補助をし、そしてさらに

残りについては起債ということでございますけれども、町長も今答弁の中

で不明瞭の部分がありますということでございますから、当然起債につい

ては町としての起債を起こすわけですけれども、その後での交付金対応と

いうことになるかとは思いますけれども、果たしてこれが今の日本のこの

災害によっての財政上の中で、これが確実に町に何年ぐらいもかかってそ

れが交付されるのか、やはりそれらも大変気になる部分というふうに私な

りにも思っています。当然大和町も震災対応以外に事業を当然起こすわけ

でやっているわけですから、それらについても新たな起債が発生しないと

も限らないという状況になるわけです。それが将来の町の事業執行に影響

はないのか、あるいは財政規模上の起債制限比率がどうなってくるのか、

それらを含めてもう一度町長のお考えをお聞きしたいと思いますし、要は

その辺が腑に落ちないというのは、やはり沿岸部と違って被害率は当然少

ないわけでありますけれども、激甚災害指定を受けている町村ということ

で、その指定に基づいて沿岸部とここでは違うのかと、国の対応が、本来

ならば同じ災害を受けて指定を受けたのであれば、同じような対応をして

いただきたいというのが我々の願いというふうに思います。 

まず、その辺も含めて、再度答弁をお願いをしたいと思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

それでは、ただいまのご質問でございますが、まずコンクリート等の処

分についてでございますけれども、そのとおりすべてが砕石等になるとは

思っておりません。やはりそれになるもの、ならないものというものがあ

りまして、できないものについては最終処分場ということになると思いま

す。 

その処分場をどうするのかということでございますが、今、お話のあっ

た黒川行政事務組合の最終処分場ということについては、現在のところそ

れは考えておりません。あそこにつきましては、最終処分場とは言いなが

ら焼却した灰を処分するという基本的な考えの中で、黒川郡、富谷を除い
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てですが、３カ町村の処分場ということでございますので、もともとそう

いった最終処分場とは言いながら目的が違うということでございます。ま

た量的にも、あそこではとてもできないと思っております。したがって、

県との今後どういった場所での最終処分をするというか、そういったこと

今後出てくると思いますけれども、その処分場につきましては県の指導と

か、そういったものを仰いだ中で処理していかなければいけないと思って

おります。 

また、燃えるごみでございますが、これにつきましても現在黒川行政で

やっている処理場での処理については到底追いつかない状況にございます。

それで、それぞれの町村で委託等々を考えて、別個に、黒川行政の処理場

とは別個にそういった処理の方法を考えていかなければいけないと考えて

おります。 

まだ、業者確定しているところでございませんけれども、少なくとも行

政事務組合の中で郡内のものを一括して請け負うだけの能力がないという

現状にありますので、この瓦れきにつきましては別途の形での処理を町と

してそれぞれ考えていかなければいけないと、もちろん町独自というか、

委託等した中で考えていかなければいけないと思っております。 

それから、この費用についてでございますが、議員ご心配のとおり起債

の場合は借入金でございます。町の借金ということになりますし、それは

町が払っていくということでございます。交付税で算入をするということ

で、国の方では現在そういう形での進めになっておりますが、なかなか交

付税というのは見えてこないところがございまして、我々としましても起

債、交付税処理というよりも、国庫補助で多くをやってくれるように、現

在も、今２分の１でございますけれども、それをもっと多くしてもらうよ

うな働きかけといいますか、国の方に申し入れをしているところでござい

ます。借入金、起債をし、交付税算入とは言っても、先ほど申しましたと

おり町の起債がふえるということでございますので、このことが全く今後

の町の通常のまちづくりに影響が全くないかと言えば、これは全く別個の

ものですというものではないものですから、それについてはできるだけな

いように、もちろんやっていきたいと思いますが、100ゼロかと言えばそ

うではないと思っております。したがって起債というもの、交付税算入と

は言われているものの、この部分をできるだけ割合を少なくすると、そう
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いったお願いをしていかなければというか、今やっているところでござい

ます。 

それから激甚指定の中で、沿岸部と内陸部での考え方が違うのかという

ことでございますが、基本的には同じというふうに聞いております。ただ、

やはり先ほどのごみの処理についてもそうでございますが、沿岸部での処

理は国県がまとめてやる。こちらの方の内部については、やはり独自でと

いうような、そういったような、何と言いますか、被害の度合いによって

全く同じような考えではない部分もあるのも現実だと思っております。基

本的には同じということでありますけれども、現状的に見て、沿岸部でや

っているものを同じものを我々にもと言える状況でもないと思っておりま

すし、その辺はお互いに互助ではありませんけれども、そういったお互い

の立場をわきまえた中での考え方を持っていかなければいけない部分もあ

るのだろうと思っております。基本的には、激甚という全体のくくりは同

じというふうには聞いておりますが、また激甚でもこっちとこっち、こう

いうふうに違いますという明確なものはないと思っております。現在のと

ころです。以上です。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

13番大友勝衛君。 

 

１３ 番 （大友勝衛君） 

今、瓦れき等々最終処分場問題については、当然県で一元的に、リサイ

クルできないものについての処理するという、その指導もあると。さらに

は、そうすると、その捨て場についても、処理場についても県が指定する

というふうに理解してよろしいのですか。まず、その辺もう一度お伺いし

たいと思います。 

今、激甚災害についての、町長おっしゃったように同じであるべきだと

私もそう思うのですが、いかんせん被害率等々見れば、当然沿岸部は気の

毒な状況ということでありますけれども、同じ国の施策の中でその激甚災

害指定を受けたことによって、差異があってはこれはおかしいのではない

のかと、私なりに思っておるところです。ぜひ、その辺も踏まえて、やは

り国による全額国庫負担の中で、さらには起債をするにしてもその起債に
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対する交付は、やはりある程度明確に何年度何回において町に交付すると

いうところまで持っていかないと、なかなか町村の中で理解できない部分

があるのだというふうに私は思うわけです。ぜひ、その辺、今からなお国

等々にも全額国庫での負担ということで要望を深めていくということでご

ざいますけれども、それに尽きるわけですけれども、ぜひそれらについて

は町長も宮黒町村会長になったわけですから、ぜひ大きな意味での取りま

とめをしていただいて、やはり我が町の負担、当年度においての負担がで

きるだけなくなるような努力をしていただきたいと思いますし、やはり交

付金で対応すると国の方針であれば、それは何カ年に分けて交付されるの

か、やはりそれらも明解な答えをもらえるような要望等々も当然重ねてい

かなくていけないのかなと思いますので、それについて、改めてもう一度、

町長の決意なり考え方をお伺いしておきたいと思いますし、あと解体につ

いて質問には出しておりませんでしたけれども、仙台市では解体費用につ

いては全額仙台市が、これは国の予算出るかどうかわかりませんけれども、

そういう対応がなされると。また一方では、大崎市は解体された瓦れき

等々のあれは有料化しているという部分もあります。その辺、おのおのの

市町村の中で大分取り組み状況が違うということでありますけれども、ぜ

ひ国の支援策があれば、ぜひぜひ解体費用についてもそういった国の予算

があるのであれば、できるだけ被災者が負担が少ないような支援策を講じ

るべきだと思うわけです。いまだ、当然予算的なものをつかない中で、解

体もできないあるいは企業が少ないということで、解体業者さん、そうい

う方もいらっしゃるようです。ぜひ、そういった困った方々ができるだけ

多くの支援を受けられるような体制を取っていただきたいと思います。そ

の辺についても、もう一度町長のご答弁をいただきたいと。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

それでは、ただいまのご質問にお答えします。 

最終処分場の指定につきましては、県の指定かということでございます

が、現在町にそれぞれで処分しろという指示は現在のところきておりませ
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ん。それで、県の方でも、今各町村というか、被災地で集めたのをどこに

集めるかとかいろいろ調整をしているところでございまして、最終的には

やはり県の方での指定と言いますかこの場所にということになるのだと思

っています。町でというと、それぞれということになかりかいかないと思

いますし、またそういうふうな形に県の方にもお願いしていかなければい

けないと思います。 

それから、激甚での差異ということで、もちろんそうだというふうに思

っております。差異と言いますかあってはならない。ただ、沿岸部との違

いというのはどうしても出てくるのかなという思いはありますけれども、

そういった同じ激甚でございますので、県としての対応を同じようにして

もらうというお願いをしていきたいと思います。 

また、起債の償還、何年間で交付税算入とか。基本的には起債償還期間

でというのが原則かと思っておりますけれども、その期間で常にそれを交

付税の中に入れてきて、そこで返済をしていくのだということになります

ので、前もって余り多くよこすということはちょっと考えられないので、

やはり起債の償還期間での返済返還ということになるかと思います。 

それから、解体費用ということでございますが、今、お話ありましたと

おり、これまでもそういったものにつきまして、どういった対応ができる

かということで、いろいろ検討もなされてきたところでございます。実は、

けさほど議長にお願いをしまして、追加提案ということで３日目に追加提

案をさせていただくということで、きょうお昼から議運を開くということ

でございまして、今議長にお許しをいただきましたので、一部ここでお話

をさせていただきたいと思いますが、解体につきまして、国の方の費用で

その解体も見られるというような解釈ができてまいりました。これまで解

体費用の撤去費用といいますか、運ぶ部分のものにつきまして、先ほど申

しました国庫補助金半分で残りを起債でということで進めてまいったとこ

ろでございますが、その制度の中に解体の部分、全壊、大規模半壊、そう

いったものの解体も同じような取り組みをしてもよろしいというような判

断がなされておるところでございます。それで、急遽、今回追加というこ

とでお願いすることにしておりますが、そういう形で国の補助の中でそう

いった解体も見られると。これまで解体された方もおいででございますの

で、手続の問題はいろいろまだまだ整理する部分もあるのですが、基本的
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にはそういった考え方で、今回追加の予算も計上させていただく予定とし

ているところでございます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

13番大友勝衛君。 

 

１３ 番 （大友勝衛君） 

この問題、大和町だけでなかなか処分される問題ではないということは、

当然わかってますけれども、町長、今お話したとおりできるだけ起債も減

らすような、なお努力をしていただきながら、国にも要請をしながら、ぜ

ひ後年度にできるだけ残らないような対応をしていただければと思います。 

また、今、解体費用についてもというお話もお答えいただきましたけれ

ども、大変、今、解体するにしてもなかなか費用も出ない、あるいは共済

金だってそれ相当にそれぞれ加入によって額が違いますし、困っている方

も当然いらっしゃる。いまだ、夜になれば隣のうちにお世話になっている

という方もいらっしゃるようです。そういった意味では、大変ありがたい

方針かなと思いますので、ぜひそういった困っている方々が幾らでも救わ

れるような対策を講じていただければと思います。なお一層の、国、県に

対しての要望事項も含めて町長に頑張っていただくようにお願いしたいと

思います。 

それでは、２件目の本町で震災以前に計画されていた国、県補助での公

共工事は震災による影響はないのかということで、今回の大地震によって

発生した津波によって、太平洋沿岸部の被害、福島原発による放射能汚染

被害等、未曽有の甚大な被害に対し、復旧に要する費用の捻出に国では大

変四苦八苦しているような状況の中で、本町で予定されております国直轄

事業並びに国県補助事業を含めて、公共工事の計画どおりの事業執行がさ

れるのかということでお伺いをしたいと思います。 

また、あわせて災害復旧工事の今後の対応は。 

以上についての、今申し上げました情報の把握と、それに対する町とし

ての考え方、とらえ方といいますか、それをお尋ねをしたいと思います。 

なぜ、そういう質問をしたかと言いますと、現在、吉田川改修が４工区

に分けて１工区は既にほぼ終わっているという中で、継続的にやっていく
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経過があるということです。それが果たして計画どおり進むのかというこ

とで、吉田川については大雨によれば氾濫を心配して避難をしなければな

らないような状況の中で、できるだけ早い工事完了を待っているわけです

けれども、今回の震災によって財源的な都合の中で、これが予定どおり進

むのかどうかということも当然懸念されるということであります。 

また、今回第２工区の中に入っているかと思いますけれども、地元から

ある程度の要望が、河川改修に対する要望にあったわけですけれども、既

に過去にブロックで護岸されている箇所がありますけれども、これすぐ宅

地になっているという状況の中で、今回の震災でその護岸ブロックがひび

割れあるいは崩れそうになっているという状況の中で、当然宅地も地割れ

が入っていると。そして、今建物もそのために傾斜しながらした中で解体

をやっているという状況にあります。それらを含めて、あわせてこの震災

の中で、対応の中で、当然対応してこれが国がやるのだと思いますけれど

も、宅地部分もそういった状況でございますので、あわせてこれらも町と

してどう対応されるのか、それをお伺いしたいと思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

それでは、まず震災以前に計画されていた国県補助での公共工事の影響

に関するご質問でございますが、このことにつきましては４月15日付で議

会の皆様から、東日本大震災に関する要望ということで、公共工事に限ら

ずすべての国県補助事業に影響を及ぼさないことについて要望書をいただ

いているところでございまして、国県支出金は本町の一般会計歳入の15％

を占めるものであり、早速県町村会、宮黒町村会を通しまして国県への要

望を行っているところでございます。 

なお、国におきましては、第一次補正予算の財源につきましては、既存

の歳出予算３兆7,102億円の減額が盛り込まれておりました。この中で現

在公表されているものには、公共工事分については見当たらないようでご

ざいますけれども、なお影響等については今後も注視しながら要望をしな

ければならないと考えております。 
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また、予算枠もでありますけれども、工事執行につきましても昨日鶉橋

議員のご質問にもお答えさせていただきましたが、調整を図りながら適正

な事業執行をしてまいりたいと思っております。 

また、災害復旧工事に対する今後の対応ということでございますけれど

も、先月５月27日に開催いただきました臨時議会におきまして、各担当課

から概要をご説明申し上げましたとおりでございますけれども、国災の主

なものでは公共土木施設災害復旧事業の道路橋梁災害復旧工事事業で、54

路線60カ所、事業費４億8,800万円、都市施設災害復旧事業では４カ所で

１億1,200万円、公共下水道事業災害復旧事業につきましては７カ所で５

億3,500万円と箇所数、事業数とも極めて大きくなっておるところでござ

います。国災につきましては査定を受け、その受検後速やかに実施設計を

行って、工事発注をして復旧に向けて対応を考えておるところでございま

す。 

また、吉田川の改修についてでございますが、ご承知のとおり三川合流

以降やっておったところでございます。このことについて、１期工事、２

期工事、３期工事とあるわけですが、きのうも鶉橋議員のときにもちょっ

とお話したのですが、北上川下流工事事務所の方から、今回地震を受けて

おる沿岸部の復旧、そういったものが優先をするので、工事のおくれは見

込まれるというようなお話はいただいておるところでございます。工事が

中止になるとかそういうことではなくて、その災害復旧の方が優先といい

ますか、ということで、それも下流部からというお話になっております。 

なお、吉田川ブロック護岸の崩れ、いわゆるこれにつきましては災害と

いうことでもございますので、なお国の方でもそういった部分でこれまで

の工事とは違った部分で、そういった部分当然そういったものの復旧が優

先だろうと思っておりますが、なお国の方にもその辺改めてお願いをして

いきたいと思います。以上です。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

13番大友勝衛君。 

 

１３ 番 （大友勝衛君） 

当然この予想もしない大きな災害ですから、河川等々については下流部
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からというのはこれは当然のことだとは思いますけれども、ただ先ほど申

し上げたとおり、すぐ住居がある中でそういった被害が発生しているとい

うことで、第二次被害にもなりかねない状況の中で、やはりそれらも含め

て再度確認をしながら、やはり国災なり何なり対応で早目に改善されるよ

うな、町の努力をお願いしたいと思いますし、けさの新聞も亜炭鉱跡が大

分陥没したとか、いろいろなきょうの新聞にはのっておりましたけれども、

やはり河川に限らずまだまだ当然地元の方も地割れ等々含めて確認されて

いない部分が多分あるのだろうと思いますし、ぜひ二次災害、三次災害に

ならないような、当然町としても忙しい中ではあると思いますけれども、

再度そういった調査もすべきでないのかなと思いますし、ぜひそれらにつ

いても前向きな取り組みをお願いしたいなと思います。 

その辺についてもう一度。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

災害の対応ということでございますが、今、応急復旧から本復旧へ向け

て、国の査定等受けながら進めておるところでございます。 

ただ、道路何かでもやはりまた部分的に陥没するかと、そういった道路

が大きなところではまだないのですが、そういうところに見受けられます。

そういうところは応急、応急で措置をしておりますけれども、そういった

形でまだまだ動いているといいますか、そういう落ち着きがない状況でご

ざいますので、そういったことについては十分目配りをしながら、しっか

り対応してまいりたいと思っております。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

13番大友勝衛君。 

 

１３ 番 （大友勝衛君） 

それでは、それらについての対応を、ぜひ見逃すことのないような、万

全の対応をしていただきたいと思います。 
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それでは、３件目でございますけれども、震災被害による事業所移転を

余儀なくされた企業の受け入れに特例措置をということで、震災と津波に

よって事業所が流され、安全な場所での事業継続を希望する企業からの、

今、私、大和インターの周辺、土地区画整理組合にも多く来ております。

ただ、すぐ利用できる区画整理地内との希望が多い中、被害にあって資金

的な面からもリースでの対応ということで強く求められているという状況

でございます。 

現在、大和町で企業立地奨励金等々の用地取得に対する制度はあるもの

の、賃貸に関しては対応されてない制度であります。本町に賃貸で立地を

希望される被災企業が進出しやすい特例措置あるいは支援措置の創設をす

べきと考えておりますので、その辺の町長の考え方をお伺いしたいと思い

ます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

それでは、ただいまの被災企業に対する進出に対しての賃貸での希望さ

れる場合の特例という話でございます。 

議員お話のとおり、今回東日本大震災で被災されまして、事業活動に支

障が生じた企業が、事業継続の再開地を安全な場所でと願うのはもっとも

ことだと思っておりまして、今回震災におきまして比較的被害が軽微であ

った本町の工業団地等への進出を決定された被災企業も、既に２社ほどご

ざいます。これまで本町におきましては、企業の立地を促進するものとし

て、平成13年４月に大和町企業立地奨励金制度を創設いたしております。

これによって、農村地域工業導入促進法、いわゆる農工法に基づいた固定

資産税の課税免除の適用外であった大和インター周辺流通団地や大和流通

団地なども適用団地として立地企業が納付の固定資産税相当額を奨励金と

して交付するなどの優遇策によって、ここ二、三年来大規模な企業立地が

相次いでおりまして、その立地企業への交付する奨励金の財政負担も大き

くなっている現状もございます。しかしながら、今回被災されました企業

を救済をして、さらに宮城の産業の振興を図る、宮城からそういった企業
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が離れないようにする、宮城県内にとどまってもらうということも県でも

一生懸命やっているところでございますし、そういった企業が本町等にも

進出しやすくなるためのそういった制度、これまでの大和町企業立地促進

条例がございますので、いろいろ条件等につきましてはそういったものベ

ースとしなければいけないと思っておりますが、そういった被災企業に対

しての賃貸で立地される場合の対応し得る策、特例策、これはやはり必要

であると考えておりますので、前向きに考えてまいりたいと思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

13番大友勝衛君。 

 

１３ 番 （大友勝衛君） 

今、町長の答弁で前向きに対応を考えるということでございますから、

大変これは進出企業にとってはありがたいお話だろうと思います。 

せっかく大和町が安全・安心な場所として指定を受けたわけですから、

ぜひそういった企業が数多く立地できるような体制を取っていただきたい

と思います。 

町長の立候補の中で、大きなチャンスを生かしながら宮城県の復興のた

めにも活力と笑顔に満ちた宮城の中核大和目指して力強くまちづくりを押

し進めていくということで、当然これにも合致するのかなと思いますし、

ぜひ大和町も被災町でありますから大変なのでしょうけれども、できるだ

けそういった大和町目指して来る企業であれば、ぜひ前向きに当然やって

いただけるということで、大変安心をしたものであります。 

ちなみに、ちょっと個人的なお話申し上げますけれども、山元町から要

はイチゴ栽培をやっている農家の方がハウスあるいはうちを流されたとい

うことで、つい１週間ほど前、農協を通じて私の利用してなかったハウス

５棟お貸しできないかというお話もありました。そういった意味であれば、

ぜひ使ってくださいということでお貸しをしたのですが、そういったやる

気のある、当然企業、あるいは農家等々も含めて、受け入れられる条件が

あれば、やはり前向きにそういった方々にも支援すべきだなと思いますの

で、企業にかかわらず農家もそういった状況にあるようですので、それら

を含めて町でも農協を通じながら検討されてはいかがかなと思います。 
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以上で終わりますけれども、いずれにしましても国、県を相手としての

震災対応ということになるかと思いますので、なお一層の町としてのご努

力をお願いして、私の質問を終わりたいと思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

以上で、大友勝衛君の一般質問を終わります。 

暫時休憩します。 

休憩時間は10分間とします。 

 

         午前１０時４６分  休 憩 

         午前１０時５６分  再 開 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

再開します。 

休憩前に引き続き会議を開きます。 

１番藤巻博史君。 

 

１  番 （藤巻博史君） 

では通告に従いまして、２件質問をいたします。 

１件目でございますが、震災時における福祉避難所についてでございま

す。 

たまたまと言っていいのでしょうか、昨年の６月本議会におきまして、

福祉避難所につきまして、質問をいたしました。その際には、ひだまりの

丘を一時避難所として対応を図る。その後についてショートステイなどの

施設等で対応するということでございました。今、現在も大震災の余震が

続く中、十分な体制の充実が求められるところでございます。 

震災から３カ月たった中でございますけれども、まだ終わっていない震

災ではございますが、ひだまりの丘ではその機能を十分に発揮できたのか

なということで、それから要救護者の移動ができたのかということ、ご質

問いたします。以上です。 
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議  長 （大須賀 啓君） 

答弁を求めます。町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

それでは藤巻議員のご質問にお答えします。 

要援護者対策、福祉避難所については、今お話ありましたように６月議

会でご質問いただいて、お答えをしておるところです。 

町内では福祉避難所の指定として行っておりませんけれども、緊急時の

対応としまして、大和町の総合福祉センター、ひだまりの丘で対応を図る

ものとしておりまして、一時避難後の対応につきましては、ショートステ

イを実施している施設等を紹介し、対応を図る考えであるといたしたもの

でございます。 

３月11日の震災後、ひだまりの丘には540数名の方が避難をしておりま

して、一般の方と同じ場所での避難生活が困難と思われます高齢者、乳幼

児、幼児を抱えての家族、障害のあるお子さんなどはそれぞれの部屋に分

離して避難生活を送っていただいておりました。 

ご指摘の要介護者の方については、永楽会のご協力によりましてデイサ

ービスセンターひだまりの丘に避難所を開設をし、24時間体制での支援を

３月19日にまで実施したところでございます。また、自宅に戻れない方々

には介護保険施設でのショートステイが利用できるよう調整を図り、対応

してまいりました。施設も被災されている中、ご協力をいただきました施

設関係者には感謝しているところでございます。以上です。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

１番藤巻博史君。 

 

１  番 （藤巻博史君） 

ありがとうございます。 

まず最初にお伺いをしたいのは人数的なところでございますけれども、

昨年も要援護者についてお尋ねをしたのですけれども、今現在と言うので

すか、その数、それからこの震災時におきまして、今、高齢者の方とかと

いうことで、乳幼児を抱えている方、障害のあるお子様などそれぞれの部
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屋にということでございますが、もしわかるのであれば、その人数もお聞

かせいただければと思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

人数につきましては、私、ちょっと、今数字持っておりません。課長の

方から説明いたします。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

保健福祉課長瀬戸啓一君。 

 

保健福祉課長 （瀬戸啓一君） 

藤巻議員のご質問にお答えいたします。 

大和町に現在要支援者、介護者ですけれども、875名の方がおります。 

このたび、ひだまりの丘の方で震災の際に、今、町長回答しました内容

で収容した方は35名となっております。以上でございます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

１番藤巻博史君。 

 

１  番 （藤巻博史君） 

ありがとうございます。 

それで、実は私も当日ひだまりの丘にお一人の方、1.5人ということで

ごさいましょうか、視力障害の方をお連れした経緯がありますけれども、

その方は同じ場所というのですか、視力障害ですので、たまたまそういう

対応だったのかもしれませんが、同じところにおられて、ちょっと違和感

は覚えたところでございます。 

それで、私、機能を十分に発揮したのかという、大ざっぱな聞き方をし

たので大ざっぱな人数的なことしかお答えが来なかったのかなと思うので

すけれども、一つは今お聞きしました35人でございますかね、その方々ど
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ういう方々がもしわかればあれですけれども、福祉避難所というのは介護

用品や衛生用品、その方にもしかすると必要で食べ物ですか、それからポ

ータブルトイレとか、ベッド、車いすというようなさまざまな物が必要に

なるのであろうと思います。そういう方々への手当と言うのですか、そう

いった物は十分だったのかお伺いしたいと思います。そういう答えが来る

かなと思ったらなかったので、改めてお尋ねするところでございます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

もっと詳細なということなのでしょうか。 

今回、そういうことで、今申し上げたような形で対応したところでござ

いますが、その詳細について、そのことにつきましては、そうであれば課

長の方から具体的に説明をさせます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

保健福祉課長瀬戸啓一君。 

 

保健福祉課長 （瀬戸啓一君） 

お答え申し上げます。 

藤巻議員ご質問のとおり、福祉、ひだまりの方で、ひだまりで35名の方、

ここに詳細その名簿等ございますけれども、具体的に何を配ったかという

こと、当時お話としましては介護用品対応させていただいたと。当時食料

品も対応したという内容でございまして、どなたにどのように者を配った

かということは、ちょっと把握しておりませんので、大変申しわけござい

ませんでした。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

１番藤巻博史君。 
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１  番 （藤巻博史君） 

お聞きしたかったのは、その昨年聞いたときにひだまりの丘があるのだ

ということでございましたが、一つは避難所、特別なサービスと言うので

すか、そういった方々が必要な方が実際に避難されてきて、来られて、言

ってみれば本当に大丈夫だったのすかという、そういう意味でお尋ねをし

ました。具体に、私のところにあれがなかったとかという声が聞こえてい

るということでは、一つはございません。そのことはお話しておきたいと

思います。 

それと同時に、ひだまりの丘独自なのかどうかは、ちょっとわからない

のですけれども、自家発電が動いたのでしょうか。ちょっとそこが疑問な

ところも実はあって、というのは、ひだまりの丘、それとまほろばホール、

私、吉岡ですのでそういったところを訪問して、なじょだったのというこ

とで見た範囲では、まほろばホールについては不自由ながらも自家発電が

動いていて、水道もそういう意味で動いていたと。ところが、ひだまりの

丘の場合は、どうも、今、自家発電が動かなかったからなのか、トイレに

ついては２階にあるお風呂から水を汲んできて用意してあって、それを流

すという段取りでやっていたように思います。そういう意味では、福祉と

いうか、そういう一般的な避難にとっても若干大変な状況ではなかったの

かなと思われたわけです。 

同時に、もっと言うと、これはもうそういう設定がなかったからでしょ

うけれども、まほろばホールのトイレは、特にトイレについてですけれど

も、建物のはじっこにあるから電気が来なくても窓をあければ何とかなる

のですけれども、ひだまりの場合は真ん中辺にあるのです。そうすると、

電気が来ないと換気扇もないし、真っ暗で水も流れないという、そういう

状況に実はなっていました。さすがに２日目に、だと思いますけれども、

仮設のトイレが表に運ばれてきて、そのトイレ問題は解決されたように思

いますけれども。それで、そのことが７日の余震にも、やはり同じような

状況になってしまったということで、一体そこいらで福祉避難所という指

定をしている中で、大丈夫なのかなと思ったもので質問したところです。

とういのは、トイレならともかくとして、酸素発生器というのですか、そ

ういった方が今回おられなかったとは思うのですけれども、常時電気を必

要とする、そういった方がもちろんそれだけではないのでしょうけれども、
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そういったことも含めてどういうふうな対応なのか、お聞きしたいと思い

ます。以上です。あれば。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

今回の対応について、本当に大丈夫だったのでしょうかということ、

100％でなかったというふうに思いますが、議員もあそこ訪問されておら

れたと思っております。いろいろな方からお話があったかと思いますが、

私も行きましたが、感謝の気持ちがいっぱいだという言葉も全員からでは

ありませんが、ちょうだいをいたしておりますので、ああいった緊急事態

の中では完璧ではないにせよ、一応の対応ができていたと思っております。

しかしながら、お話のとおり、これまで我々が考えていた以上の状況の被

害があったところでございまして、最初からの設定につきまして、甘かっ

たと言えば、そういう言い方をされればやむを得ないというところでござ

いますが、そういった中でございました。今回、自家発電とかそういった

ものについても、これまでは議員からいろいろお話があった中で、今回の

この震災を教訓に見直すべきところ、不足しているべきところ、またよか

ったところ、今後それをますますよくしていくべきところ、いろいろあっ

たと思っておりまして、そういったものが、今後こういったことを教訓に

して生かしてということは非常にまずいのかもしれませんけれども、今後

そういったものについては、ご意見を聞きながら対応していく必要がある

というふうに思っております。そういった部分で反省する部分、これはひ

だまりの丘に限らず今回の震災におきまして、みんなして検証して、そう

いったものを少なくしていくように努力してまいりたいと思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

１番藤巻博史君。 

 

１  番 （藤巻博史君） 

町長の発言に尽きるようなところもあるのですけれども、とにかく３月



１３０ 

11日、それから皆さんご存じですけれども７日に余震があったということ

で、本当にその間に改善されてもよかったのではないかなという部分が、

また同じようなところが見受けられたということで、今回質問をさせてい

ただきました。 

やはり、いろいろな方々が来られるということで、大変ないろいろな想

定をしなくてはいけない、そういう分野だと私は思っております。という

ことで、ぜひ今回のことを教訓にして、また抜かりのないような対応とい

うことでお願いしたいと思います。 

次の質問に移らせていただきます。 

２件目でございますが、洞掘川周辺の歩道の改善についてということで

ございます。 

昨年５月に、洞掘川の周辺の歩道の改善について申し入れを行ったと、

だれが何がいつ行ったのだということですけれども、これは都市建設課に

直接、私が入っております生活健康を守る会という会中のメンバーで車い

すの方がおられまして、その方がやはり周辺の歩道を歩いていてどうして

も改善してもらいたいことがあるのだということで、申し入れを行ったと

いう意味でございます。そういう中で、改善を申し入れを行いました。 

そういう中で、歩道の入り口に車どめがあって車いすが通れない、ある

いは川沿いの手すりと言うのですか、柵と言うのですか、それが端っこか

ら10メートルくらいあるのですけれども、それ以後真ん中辺は柵がないと

いうことを何とかしてほしい、あるいは車いすでは危険な段差がある、町

道を横切るところに横断歩道が欲しいなどを要望したところでございます。

そういう中で、都市建設課からは、歩行者専用道路としているので、急勾

配のところだけ通行人に注意を喚起するための安全柵であるということで、

車いす、あるいは自転車についてもそうですけれども、通行は制限してい

るとのことでございました。庁舎が移転して、今、１年以上たっているわ

けですけれども、周辺に住宅がふえて散歩する方もふえていらっしゃる。

車いすの方からも散歩コースとしてもすばらしいので、通行できるように

してほしいとの要望があるということでの改善してはどうだろうかという

質問でございます。よろしくお願いいたします。 
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議  長 （大須賀 啓君） 

町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

それでは、洞掘川周辺の歩道の改善についてのご質問でございました。 

この洞掘川の歩道につきましては、県管理の河川区域となっておりまし

て、平成18年度に町が県から河川法に基づきます占用等工作物の設置許可

を受けまして、洞掘川緑道、歩行者専用道路として整備したものでござい

ます。議員お話のとおり最近周辺にも住宅もふえまして、散歩する人もふ

えているところでございまして、洞掘川の流れに親しめる空間として整備

した効果があらわれてきているものと見ております。 

また、昨年には仙台土木の方で河川の雑木と土砂撤去をしていただきま

して、一段と親しみやすい環境になったものと思っておるところでござい

ます。 

さて、議員から車いすの方からも散歩コースとしてすばらしいので、通

行できるようにしたらどうかとご提案でございましたが、昨年５月にお話

になりました大和・大衡村生活と健康を守る会より同様の要望がありまし

た。そのとき、現時点では転落防止と車いすの安全な走行の対策が十分と

言えない状況もありますので、安全の管理のため通行制限はやむを得ない

ものと考えているところでありますとご回答を申し上げたところでござい

ます。なお、車いすでのご利用についての想定をしながら、利用者の安全

策について、これまでも検討して一部修正もしておりますけれども、今後

も検討を加えてまいりたいと思います。以上です。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

１番藤巻博史君。 

 

１  番 （藤巻博史君） 

今、町長からご回答いただきましたが、昨年、先ほど申しましたように

同様の要望をしたところでございます。だめだと言ったのに何でだという

か、何でもう一度改めて質問を申し上げたかと言いますと、まず、そのと

きの回答でちょっと今回の回答になかったところもございますので、読み
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たいと思うところでございます。 

まず、「安全柵には一部が、これトイカンと言うのですか、落差工事な

どの構造物により急勾配となっているために、通行人に喚起をする目的で

部分的に設置をしているものであり、このような状況から自転車について

は通行制限をしております。車いすでの通行についても安全管理のための

通行制限はやむを得ないのであると考えます。」という、横断歩道につい

ては公安委員会等が総合的に判断して設置するという回答でございました。 

町長の答弁にはそういう言い方にはございませんでしたが、一つは安全

管理のために通行制限はやむを得ないということなのですが、どうして中

間に手すりがないのかというのを改めてお聞きしたいと思います。つけな

いのかということを、もし安全管理ということであれば、通行人にとって

も中間に柵があった方がいいのではないかと思うのですけれども、そのこ

とについてお尋ねいたします。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

柵のある場所につきましては、土手の急なところでございますので、よ

り安全にするために柵をしているということでございまして、何で安全で

ないところに全部つけないのだというのではなくて、安全なところだけれ

ども、その中で少し危なそうなところ、注意を促した方がいいところに柵

をつけているということですから、逆に考えてください。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

１番藤巻博史君。 

 

１  番 （藤巻博史君） 

逆にと言うのですか、逆に言えば、柵つければもっと安全でつけないで

いるのがよくわからないというふうにも思うのですけれどもと思うのです

が、逆読みするとつけなくてはいけないところにはつけているのだろうと

思うのです、勾配が急で、そうでないところでもつける、つけてる方がい
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いのでないかと言うか、つけるべきでないかと私の思いとしてはあるので

すけれども、そのことについてつけない理由というのはあるのでしょうか。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

つけない理由とかという前に、川すべてに柵がつけられるのでしょうか。

いや、質問ではなくて、と私は思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

１番藤巻博史君。 

 

１  番 （藤巻博史君） 

この歩道でございますが、西の方は吉田落合線、六角橋というのがある

のですけれども、そこから意外と長いのです。黒川病院の裏までというこ

とで1,500メートルほどございます。それで、西の方には六角橋から東川

に柿の木橋というのがあるのですけれども、そこには桜が、まだ小さいの

ですけれども、そのうち桜がちゃんと花咲くようになると思います。そう

すれば、また人手はふえるであろうと思われるところでございます。そし

て、真ん中辺は逆に吉岡南３丁目の軒下、本当は軒下ではないのですけれ

ども、軒下みたいな状況ですので、なかなか人は散歩しづらいのかなと思

うような状況です。さらに、ヤマザワから東の方、黒川病院の方までは側

道というのですか、いわゆる歩道部分があって、さらに車が通るような道

路がございます。ということで、非常に見通しがよい状況になってます。

そういうことで、全部その1,500メートルを歩くという方はなかなかいな

いような、私のですけれども、少なくてもここの役場の裏と言うのですか、

黒川病院の裏と言うのですか、約400メートルほどは非常に見通しがいい

状況になっております。 

そういう中で、もちろん散歩をされている方もいらっしゃいます。全部

つけなくちゃいけないのかなという町長のご感想のようでございますけれ

ども、少なくともそういう中で、歩道として提供するということであれば、
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柵というのですか、そういうのが必要なのではないだろうかということを、

それは判断ですので必要なのではないでしょうかという質問と同時に、そ

れとそういう状況になればということですか、今、現在は車どめがついて

まして、もちろん車いすは通らないでくださいという意味になっているし、

通れもしない状況ですけれども、やはりもしそこが通れるのであれば、黒

川病院の患者さんでも車いすで散歩というのも可能ではないのだろうかと

思われます。また、これからさまざまな老健施設の方々にとってもそうい

うコースにもなる、あるいはまたこれからこちらの方に越されてくる方に

とっても、先ほど言いましたように桜の季節であればそれこそ人手が出る

のではないだろうかと思われるところでございます。ということも含めて、

考慮していただければと思うのですが、いかがでしょうか。最後にいたし

ます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

あの歩道につきましてはお話のとおり、桜、あれは大山ザクラという桜

でございます。きれいな桜咲くと思いますけれども、まだ小さいところで

ございますが、あの道路そういった部分で歩道、散策路と言いますか、い

いところになっております。 

そこで、先ほど申しましたけれども、車いすの利用の方も想定しながら

安全対策検討してまいりたいということ申し上げているところでございま

すけれども、その柵の問題を、今、お話ですが、今入り口のところの柵、

あれにつきましては一つは自転車の方とか、車とか間違って入らないよう

にという状況になって、それであれつけております。あれがあって車いす

の方はちょっと入りづらい状況もあるのかという気もするのですけれども、

あそこの脇を少し広げて入りやすくするとか、そういった方法はあるのだ

と思うのです。すべて一遍に柵を川沿いに全部つけるとか、そういったこ

とになってくるとなかなか難しいわけでございますので、できることから

と言っても安全も考えた中でやっていければと思います。 

車いすの方も、車いすお一人で来られる方もおいででしょうし、またつ
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き添いの方もついてこられることもあるのだと思いますので、いろいろそ

ういった部分の中で、すべて、先ほど議員のお話のとおり川沿いに全部柵

という話になってきますと、また違った課題も出てくるところでございま

すし、まずあそこを多くの方に利用してもらうためにはどういったことが

あったらいいのか、車いすの方、今あそこから入りづらいとすれば、その

脇の部分を少し柵が邪魔で入れなければ、少し広げて入りやすくするとか、

そういった工夫とかできると思いますので、先ほども申しましたけれども、

利用者、車椅子の方も想定しながらの利用者が安全策について検討してま

いりたいというふうに申し上げましたが、そういう考えでございますので

よろしくお願いします。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

１番藤巻博史君。 

 

１  番 （藤巻博史君） 

安全策をしながら改善できるところはしていきたいということでござい

ますが、ちょっとだけつけ加えますとしようがないのかしら、今、町長の

申した脇のところ、そこには逆に犬のふんをさせるなというポールが立っ

てまして、そこも通行どめとか、なかなか地元の合意というのも大切なの

だろうなとは思いますけれども、ぜひできるところからお願いしたいと思

います。以上です。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

以上で、藤巻博史君の一般質問を終わります。 

次に、２番松川利充君。 

 

２  番 （松川利充君） 

それでは、通告によって質問をいたします。 

災害基本法では、国民の生命・身体及び財産を災害から守るため、防災

に関し地域防災計画策定が定められておりますが、そのことについて町長

にお伺いをいたします。 

今回の東日本大震災を受けて、大和町地域防災計画の見直しが必要では
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ないかと思いますが、町長の所見をお伺いしたいと思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

それでは地域防災計画についてお答えします。 

災害対策基本法第42条の規定に基づきまして、大和町地域防災計画につ

きましては定期的に検討を加えまして、必要があると認めるときは修正を

して、地震防災対策の確立に万全を期すものとされておるところでござい

ます。 

平成18年３月に修正をした現在の計画でございますが、平成11年12月策

定した計画を平成15年７月の宮城県北部連続地震、平成16年の新潟県中越

地震等の地震を教訓に、宮城県が実施いたしました第三次地震被害想定調

査によりまして、県内で大きく被害が発生すると予想されます宮城県沖地

震等の地震対策を盛り込んで、また平成16年６月に策定されました宮城県

地域防災計画との整合性を図るため、修正を加えたものでございます。 

宮城県では、平成22年度に第四次地震被害調査を実施しておりまして、

宮城県地域防災計画地震編を見直しする計画となっておったところでござ

いますが、今回の３月11日に発生いたしました東日本大震災、これにつき

ましてはこれまで予想していた被害をはるかに上回ったために、改めて見

直しをする必要となったものであります。本町の地域防災計画につきまし

ては、宮城県地域防災計画と整合性を図る必要がありますが、想定被害に

かかわる部分以外でも必要な箇所の見直しを早急に進める必要があるもの

と考えております。特に、避難所のあり方、食料や燃料の確保などの事前

準備や住民の方々の安否確認の方法、職員の行動計画や災害体制のあり方

など、部分ごとに分析を行い、現場や支援活動の行動マニュアルの作成と

ともに、備蓄品の品目や数量の見直しを図ってまいりたいと、このように

考えております。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

２番松川利充君。 
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２  番 （松川利充君） 

今回の東日本大震災は、ご存じのように３月11日午後２時46分、正確に

言うと18秒だそうでございまして、日本観測史上最大のマグニチュード

9.0を記録し、震源域は岩手県沖から茨城県沖までの約南北500キロメート

ル、東西200キロメートルの広範囲に及んだこの震災により、場所によっ

ては波の高さ10メートル以上、最大遡上高40.5メートルにも上る大津波が

発生し、東北地方の太平洋沿岸に壊滅的な被害をもたらしました。 

地震の揺れや液状化現象、地盤の沈下、ダムの崩壊など、我々が経験し

たことがない災害に呆然としました。自然災害の怖さをまざまざと見せつ

けられたのであります。 

そこで、今回の地震をもって、さらに予想される自然災害が今後どのよ

うに想定さるか、私の思うところをお話をしてみたいと思います。 

まず地震では直下型地震が想定されます。そして、集中豪雨による鉄砲

水や河川の氾濫、土石流などがあります。次には土砂災害では崖崩れ、地

滑り、地盤陥没であります。それから、竜巻、落雷による火災などが予想

されます。さらには、今回のような、福島第２原発の事故による放射能汚

染があります。これは現在でも深刻な事態になっており、これらの正確な

情報の提供が重要であり、それに対して的確に迅速に対策を講じなければ

なりません。また、津波のようなものは、海にばかりあるものではありま

せん。内陸にも同じようなことが発生する可能性があります。それは先ほ

ど申しました溜池やダムの決壊であります。現に、今回の地震で福島県須

賀川市の高さ18メートル長さ133メートルの藤沼ダムが決壊して、150万ト

ンの水が流出しました。轟音とともあっという間に鉄砲水となって下流の

集落を襲ったのであります。家屋19戸が全壊または流出し、床上床下浸水

は55戸に及び、８人の方々が犠牲になりました。このダムの構造は、土を

台形に盛ったアースヒルダムであります。大雨や地震によるダムの事故と

いうのは、日本でも外国でも数多く発生しておりまして、珍しいものでは

ありません。ちょっとご紹介しますと、アメリカのサウスホークダム、決

壊事故は大雨により堤体を貯水が越流して決壊して、2,200人が死亡しま

した。世界のダム史上最悪の死亡数をもたらした事故であります。同様の

大雨によるダムの事故は、ドイツでもイタリアでも中国でもパキスタンで

も、各地で起きております。ダムが決壊しますと、民家が近いために甚大
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な被害をもたらします。 

日本のダムの事故は愛知県の入鹿池決壊事故、長野県の小諸発電所第一

調整池決壊事故、北海道の幌内ダム決壊事故、福岡県の夜明ダム決壊事故、

京都府の大正池決壊事故、和知ダム第３ゲート決壊事故、そして今回の東

日本の藤沼ダム決壊事故であります。 

ダムの諸問題は、地球温暖化問題が深刻化して、世界各地で激しい洪水

や深刻な間伐が問題になっており、既存のダム運用に対する見直しが要求

されております。これは、軍事面でもダムや水道施設は攻撃の対象となっ

ており、災害のリスク管理だけではなくて、テロ対策の面からも十分な対

策が求められているのであります。 

和知ダムの事故のような、自然災害でない事故もございますが、このよ

うにダムの事故が起きているのが現実であり、多くの犠牲者を出して甚大

な被害をもたらしたのであります。ダムは長年の風水によって上流よりの

土砂が堆積します。堆積した土砂によって貯水量が減少します。ダムの事

故は集中豪雨などによって、上流の斜面の土砂と大木が土石流のような強

大な力になって、ダムが越流して両端の岩盤や堰を破壊して、下流に住ん

でいる人々や農地を含めて甚大な被害をもたらしたのであります。 

最近、さまざまダムの周辺をくまなく見ておりますと、地域によってダ

ム建設のあり方に相違が見られます。建設場所によっては細かい沢まで、

いわゆる砂防堰堤をつくって大雨に対する土砂流出対策を講じているダム

もあれば、余り配慮のないダムなど見られ、一環した建設方針でないよう

なことも見受けられるのであります。 

災害発生時で問題なのは、これら災害が同時多発的に起きる可能性があ

るということであります。今回でも、地震に津波、そして原子力発電によ

る放射能汚染の同時多発災害の発生であり、それが現実となったのであり

ます。このような災害が今後もあることも当然予想されます。特に最近で

は、局地的な大雨、時間、雨量100ミリを超える信じられないような大雨

が各地で起こっております。気象庁の観測統計によれば、アメダス1,000

点当たりの時間雨量50ミリ以上の雨の回数は、1976年から1986年に160回

ありました。それが1998年から2009年には233回になっていて、プラス

45％と明らかに増加を示しているのであります。 

放射能対策も含め、電力・水道・通信・運輸・交通・緊急医療・暖房・
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燃料の問題、今回はガソリンの不足が深刻でありました。これは災害の応

急処置や情報収集に欠かせない公用車などの燃料確保は危機管理の重要な

課題であります。それから食料・防災機材・非常用電源の確保・避難所の

開設運営・多くの自治体からの支援やボランティアの受け入れ体制・効率

的な応急対策など、今回浮き彫りになった課題を整理して、それぞれの計

画に盛り込んで、大規模な災害への備えを強化していく必要があります。

自然災害以外でも先ほど申し上げましたが、我々が信頼している水道水に

対してもテロ攻撃にあう危険性は排除できないのであります。 

このように、数限りない危険が我々の周囲に存在しております。我々は

それを克服して生きていかなればならないのであります。危険を回避する

ためにあらゆる危険を想定できるさまざまな危険に向かって考え、行動し、

被災を最小限に食いとめるために、我々はみんなで考えて、みんなで行動

して、そのようなことができるシステムを構築していかなければならない

のであります。 

地域防災計画の見直しに当たっては、宮城県と綿密に協議の上、他町村

で起きた問題点や課題などの情報も集めまして、専門家の意見もじっくり

伺って取り組んでいく必要があると思います。 

ぜひ、総合的な見直しによって、町民の安全確保に全力を傾注していた

だきたいと思います。 

そのことについて、再度町長の所見をお伺いしたいと思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

この防災計画につきましては、先ほども申しました県の計画等々と整合

性を持たせるというのは、これ数値だけではなくて、そういった考え方、

対応の仕方、そういったものも当然のことながら整合性を持たせた中で進

めていかなければいけないと思っております。 

今回、本来であれば第四次改定が予定されておりましたが、この３月11

日の地震のためにこの改定をもう１回、改定の改定と言いますか、途中で

見直しをするということになっておりまして、もちろんそのことにつきま
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しては町としましても新しいそういった情報、また考え方の中で検討、整

合性を持った中、進めていきたいと思いますし、また、先ほど申しました

けれども大和町は大和町の町なりの地域性があった中での課題とか、そう

いったものもございますので、そういったものとあわせて整合性のある計

画をつくり、またそれに取り組んでいきたいと思っております。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

２番松川利充君。 

 

２  番 （松川利充君） 

今回、町では避難所を開設しました。そこで避難所の運営マニュアルに

ついて、伺いたいと思います。 

本町の場合は、避難所は比較的短期間で済みましたが、そういう点から

言いますと多くの問題点はなかったのではないかなと思っておりますが、

その他、他の自治体の避難生活が長かった事例など情報を収集して、それ

を参考にして現在の大和町の避難所運営マニュアルに何か問題点や課題は

ないかご検討していただいて、見直すべきところがあれば、ぜひ見直しを

した方がいいと思いますが、それについての町長の所見をお伺いいたした

いと思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

今回、大和町では避難所、それぞれの地区に設けたところでございます

し、また地区でも独自の集会所で避難所を設置していただきまして、そし

て対応してもらったところでございます。 

今回の対応の中で、いろいろ課題もやはりありました。それぞれの避難

所で地域の方々のご協力も得たところでございますけれども、例えば通常

２回の食事をある場所では３回、ご協力の中で３回あったとか、それは結

構なことだったのですが、周りから見ると何だあっちだけというような問

題もあったところでございますし、また燃料の問題とか発電機の容量の問



１４１ 

題とか、やはりそういった部分につきましては、まだまだ課題が多かった

というふうに思っております。 

他の地区と言いますか、大和町以外でもいろいろあった話は聞きますが、

大和町比較的早く水道が出たとか、電気が通ったとか、または町のプロパ

ンガスであったとか、そういったことで、ほかとは違った意味で比較的早

かったと思っておりますが、それでもやはりそういった課題がございまし

た。 

あと、例えば救援物資とか、そういったものの受けとり方とか、そうい

ったものにつきましても避難所、避難所でやってしまったところもあって、

本部でどうにもできなかったとか、そういった課題もございます。そうい

ったところで、地域の方々のご協力もいただいた中で、大変運営的には、

そのときはよかったのでございますけれども、やはり後になってみた場合

に、今後はこうした方がいいという部分がまだまだございますので、そう

いったものにつきましてはいろいろご意見、またいろいろな状況を聞きな

がら整理をして、そして今後に生かしていきたいと思っております。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

２番松川利充君。 

 

２  番 （松川利充君） 

大和町地域防災計画では、第８節情報通信連絡網の整備の中に、職員参

集等防災システム整備というのがございます。これは、宮城県で整備した

震度情報ネットワークシステムを利用して、職員が自主的に参集できるシ

ステムを検討すると、このようにのせられてあります。これは、どのよう

に運用されているのかお伺いをしたいと思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

大和町の職員の参集につきましては、基本的には震度４といった場合に

は全員が集まることになっております。その後、対策本部とかそういった
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ものにつきましては、５とか上がっていったときになりますけれども、４

になったら集まって、そして現地調査をし、調査情報収集に当たるという

ことでございまして、基本的にこちらから連絡するというよりも、それぞ

れの職員がマスコミの情報が一番多いと思いますが、ああいった震度速報

とかそういったものを見た中で、自主的に集まるということでございます。 

あと、防災訓練等では、課長から課に、課員の方に常に連絡ができるよ

うな確認作業と言いますか、そういうのやっておりますが、現状は職員が

おのずから震度４だったら役場に集まる、役場と言いますか通常の部署に

集まるということが基本になっております。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

２番松川利充君。 

 

２  番 （松川利充君） 

そうしますと、ここに第８節に記載されている宮城県で整備した震度情

報ネットワークシステムというのは、利用してないということでございま

すか。利用して、職員が自主的に参集できるシステムを検討すると、この

ように記載されているのです。 

これは宮城県では、たしか平成８年に運用しているはずでございます。

ですから、地域防災計画書をちょっと見せていただきましたら、これが入

っていましたので、それを利用しているかなと感じたので、ご質問をさせ

ていただいたものでございます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

参集伝達系統ということでそれがあるわけでございますけれども、現実

的にはその前に職員が、４になった場合には県全体ということでなくて地

域で出ますが、県北、県南、大和町とか、その情報で最初動きますので、

県全体の指令より先に職員は第一位に集まって集合するということになっ

ております。このことについては、今回、ですからこれがする前に動いて

いるという形になると思います。 
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議  長 （大須賀 啓君） 

２番松川利充君。 

 

２  番 （松川利充君） 

そうしますと、このシステムは利用しないから必要ないということでご

ざいますか。それとも、やはり必要だからここにのせておかなくてはない

ということですか。どうなのでしょうか。お聞きします。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

必要がないということではなくて、これはその後の情報収集、そういっ

たものに連動してきます。参集のときだけではなくて、その後、県からの

情報が町の方に流れてくる、町から県に情報を提供する、そういったこと

で、１回だけではなくて、全体の中で使っていくというシステムでござい

ますので、当初の参集のときには先ほど申しました町、職員独自の判断で

やりますけれども、その後、今回のような場合は県と一緒になって動くと。

今回も県の方から一人、常駐、何日間か来ておりまして、町の担当みたい

な割り付けがあるのです。その人たちが来て一緒にその課のところで対応

しておりましたので、そういった意味で、全体のシステムとしては機能し

ておりますが、参集のときだけのものではないということです。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

２番松川利充君。 

 

２  番 （松川利充君） 

それでは、この防災計画の文言を、やはり少し見直しする必要があると

思います。この意味では参集のみの、いわゆる活用であるという意味合い

にとられますので、私はそうとりました。あらゆる情報の伝達や収集に使

うということであれば、やはりこの文言を少し手直しをしておかれた方が

よろしいかと思います。 
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それでは、大和町地域防災計画あるいは避難所運営マニュアル、こうい

ったものを町のホームページにのせまして、やはり地域住民に、町民に周

知させることも重要だと思います。なぜかと言いますと、どうしてもそれ

をごらんになれる立場のある方はあらゆることを知っておるわけでござい

ますけれども、ややもすれば、よくわからないまま、いわゆる町民がいる

ケースが多い。あと、もう一つは、いわゆる自主防災組織、あるいは区長

にこういったものの抜粋、すべてでなくても、必要なものを抜粋して、そ

して配布して、防災訓練とかあるいは集会のときにそれらを見ていただい

て説明して、そしてご理解をいただいていくことによって、町民と一体と

なった防災活動ができるのではないかと、それによって発生した場合に大

いにこの理解いただいたことが災害の軽減に役立つのではないかなという

ようなことでございますが、ちょっといかがでございますか。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

計画につきましては、全部ホームページにのせるということもひとつあ

ると思いますが、かなり膨大なものでございます。そういった部分で、概

要的なものにつきまして、ハザードマップ、各家庭に配ったところでござ

いますが、ああいうところにも一部そういった主だったことについては記

載をしております。あれだけでは足りない部分があるということかもしれ

ませんが、その辺につきましては再度どういった部分までお知らせすれば

いいか、またホームページということでございますけれども、あれを全部

のせるということになりますと、それこそ見る方もなかなか大変でござい

ますので、住民の方に必要な部分とか、そういうのがあると思うのです。

だから、その辺を出すとすれば、そういうことになろうかと思いますけれ

ども、それについて必要性とか、あとどういったものを、どういった出し

方がいいいのか、その辺につきましては、今回計画の見直しをする中でご

ざいますけれども、そういったことも含めて検討に入れていきたいと思い

ます。 
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議  長 （大須賀 啓君） 

２番松川利充君。 

 

２  番 （松川利充君） 

実は、この大和町の地域防災計画書をくまなく見ました。事務局にござ

いましたので、丸半日くらいかけて見ました。それで、非常に感じたのは、

私、初めて見たのですが、その中の大きなところ、やはり町民が必要と、

これを知っておいてもらった方がいいという情報は、やはり流すべきだと

私は思います。いわゆる避難所の運営のあり方にしても、やはり避難所と

いうのはどういう運営をしていくのだと、どういう人たちが避難所に行っ

て、そして町としてはどういった避難所の運営をするのであるかというよ

うなことも前もってある程度区長なりの、いわゆる地域の代表者の方々に

は抜粋を配布して、そしてご理解をいただくということが、いざとなって

避難所を開設して運営する場合に、前もってそういった知識があれば、や

はり協力体制も早くできますし、あらゆる面で効果的にそれが避難所の運

営に結びつくのではないかと、このように思っておりますので、ぜひご検

討をお願いをしたいと思います。 

それでは、次に２件目。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

まもなくお昼なので、２件目については午後に回したいと思いますが、

よろしいですか。（「結構でございます」の声あり） 

それでは暫時休憩します。 

再開は午後１時とします。 

休憩時間は10分間とします。 

 

         午前１１時５８分  休 憩 

         午後 １時００分  再 開 
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議  長 （大須賀 啓君） 

再開します。 

休憩前に引き続き会議を開きます。 

２番松川利充君。 

 

２  番 （松川利充君） 

それでは、質問をさせていただきたいと思います。 

学校危機管理マニュアルについてでございますが、学校保健安全法では、

児童生徒等の安全の確保が図られるよう、学校における安全管理に関し、

必要事項を定めるものとし、第29条に危険発生対処要領、いわゆる学校危

機管理マニュアル作成することを定めておりますが、そのことについて教

育長にお伺いをしたいと思います。 

今回の東日本大震災を受けまして、自然災害に関する学校危機管理マニ

ュアルの見直しが必要ではないかと、このように思いますが、教育長の所

見をお伺いをいたします。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

教育長堀籠美子さん。 

 

教育 長 （堀籠美子君） 

学校危機管理マニュアルについての、議員の質問にお答えいたします。 

学校安全保健法の規定に基づき、各小中学校において、それぞれ独自の

マニュアルを作成し、訓練を重ねるなどして、非常時に備えております。 

内容は、火災・地震などの災害が発生したとき、不審者進入時、伝染病

対策等の緊急時における対応等、関係機関との連絡体制が主なものとなっ

ております。 

また、事故そのものを防止するという予防的措置であります安全教育と

いう観点から、安全管理について人的・物的の両面から、安全教育につい

て生活安全、交通安全の二本の柱で年間指導計画をもとに、全教職員の共

通理解により実施しております。 

今回の東日本大震災は、千年に一度という大地震でありました。幸いに

も今回の大震災で大和町の各小中学校の児童生徒、教職員ともに人的被害
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はなく、また地震後の児童生徒の親への引きわたしにつきましても、大変

寒い中で困難を来した面はありましたが、保護者等のご理解ご協力により

まして、無事終えることができましたことは、普段の訓練の成果ではない

かと考えております。 

しかしながら、今回の大震災から学び、今後の自然災害への対応に生か

す必要がありますことから、各小中学校長に対して避難計画を中心にいろ

いろな事態を想定したマニュアルとするよう、見直しについて指示したと

ころでございます。 

今後も児童生徒の安全確保につきましては、今まで以上に指導していき

たいと考えております。よろしくお願いいたします。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

２番松川利充君。 

 

２  番 （松川利充君） 

今回の東日本大震災を受けまして、我々はさまざまなことを教えられた

と思います。 

今回の地震では、多くの学校が被災しました。子供たちや教職員の多く

が犠牲になりました。特に、石巻の大川小学校では、多数の犠牲者が出ま

した。大川小学校の悲劇は、我々が生涯忘れることはないと思います。本

当に悲惨なものでございました。 

本町では、津波という心配はないのでありますが、しかしながら、私が

先ほど町長に申し上げましたように、想定できるあらゆる災害の際に、児

童生徒の避難誘導や危険回避を含め、今、浮き彫りになりました課題を整

理して対処する必要があると思います。 

異常気象現象における最悪の事態を想定して、子供たちの安全確保を最

優先しなければなりません。今回の大震災の避難誘導のあり方を含めて、

各学校ごとに改めて内容を検討し、あらゆる災害に適用した危機管理マニ

ュアルを構築することが大切であると思います。対処方針を明確に、的確

に伝達するためには、やはり関係者全員で話し合って、その危険を認識を

共有していただきたいと思います。全員が危機管理を共有しなければ、余

り効果が上がらないということにもなりかねませんので、ぜひそういうこ
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とをもって進めていただきたいと思いますが、教育長、再度所見をお願い

したいと思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

教育長堀籠美子さん。 

 

教育 長 （堀籠美子君） 

ただいまの質問にお答えいたします。 

６月はどなたもご存じのように、大変地震の被害の多かったことが、歴

史的にも記録されております。特に宮城県に関して、昭和53年の宮城県沖

地震、この後36年のことしということになったところでございます。ほか

にも大変大きな地震が６月に集中しているということで、６月の校長会議

というのは、毎年この危機管理についての指示ということを始めていると

ころです。 

今回は、議員がご指摘のように、この大震災からは学ぶことということ

で、かなり指示したところですが、そのことが全部の教職員、また保護者

に伝わっているかどうかということはちょっと不安なのですが、例として

何点か挙げさせていただきたいと思います。 

それは、まず一つはメール配信をしております。このことについては、

どの保護者の了解も得て、各学校、全部の学校が行っております。こうい

う事態に使うとか、このようにしているというようなことで、全保護者に

一同に集めてではないのですが、このことについては保護者の理解を得て

いると聞いております。ただ、一方で今まで連絡網ということで、学校に

は年度初めにご家庭との連絡を取るために個人の方からの連絡の方法とい

うことを記載したものを預っているのですが、今までですとそれをいやが

る保護者が多かったそうです。なかなか理解が得られなかったのですが、

メール配信がことしは全部の学校、全児童できるということになりました。

去年までは１校が理解を得られないというか、余り進んでいなかったので

すが、今回の震災の後、今年度は全員というふうになっております。連絡

網も一つばかりではなくて、許されるのであれば二つでも三つでもという

ふうにしております。 

それから、これが全校職員ということで全員にということになると思う
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のですが、町内の学校では震度４の表示が出ますと、全員学校には来るの

ですが、まずは教頭というふうにしております。しかし、今回必ずしも教

頭先生が来れるかどうかということが、教員の住んでいる場所とか、来る

までの道路の事情等によって難しいところもなかったわけではございませ

ん。それから、もちろん校長先生も一番に来れるかというとそうでもなか

ったということで、やはり教頭先生がだめな場合は次の方、次の方という

ふうに順次、できれば一番早いところでは町内に住んでいる先生が一番早

かった学校ということがありました。ですから、教頭先生だけが最初に来

るのだという感覚ではなくて、順番をそれぞれはっきりして結果的に最後

全教職員が責任を持つとしてほしいとしました。 

それから、引きわたしもなのですが、都市部、東京の例なども見ますと、

保護者がやはりその場所にとめ置かれる場合があるのです。必ずしも全員

が来れるわけではなかったのですが、大和町はおかげさまで全部の保護者

が、しかも早い段階で来てもらいまして、一番遅い方で６時半でした。東

京都の例を見ると真夜中とか、翌朝というようなこともなかったわけでは

ないと報道で知りましたし、県内も12時前後が夜中なのですが、そういう

こともありますので、この引きわたし訓練については迎えに来られない場

合のケースも考えておくように、学校にとめ置くことが必要なってくるか

もしれない。これが３点目でございます。 

４点目は避難場所の１回目の避難場所、校庭にしているのですが、それ

が本当に安全なのかどうか、もう一度チェックをするように。できれば、

二次避難もと考えたのですが、学校は避難場所になりますので、二次避難

ということはなく、最も安全な場所でなければいけないと思っております。 

それから、今、ことしは校外学習、修学旅行も含めてですが、やはり突

然のそういう自然災害に対応できるように、計画書を細かく出させるよう

に指示しました。そのことも受けてですけれども、宮床中学校は月１回の

避難訓練、毎月１回すると。年平均して２回でございます。６月と冬場と

いうのがなのですが、ことしに入りましてからいろいろな想定を考えて、

避難訓練を行うということで、各学校とも必ずしも授業中ではなくて、お

掃除のときとか休み時間とかということは、前からもう計画はされている

ようでございます。 

それから、やはり一番困ったのは、電話の連絡ができなかったことがあ
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りましたので、そのときは何分か過ぎ、何分というのでしょうか、そこの

時間を定かにはしてないのですが、ある時期がしたらそちらから来てもら

う、委員会に来てもらうこと人の派遣もお願いしたい。電話の通じない学

校は、やはり教頭先生気をきかして直接自分が伝令として来てくれてまし

た。そういう意味からも、マニュアルというのを見直してもらいましたし、

電気がないということでは、やはり学校ハンドマイクだけなのです。やは

りソーラー系の何かが今後必要なのかなと思って、これは考え中でござい

ます。ただいま非常に発展しておりまして、パネルからシート、スプレー

もあるということですので、これが一つなのかなと考えております。 

また、あと、欲なのですが、こういうときに緊急の学校支援地域本部事

業というのやっているのですが、緊急事態に子供たちが余震の中でも帰る

ときがあるし、学校に来るときもあるので、そういうときの見守りを頼む

のは虫がよすぎるのか何か、その辺が、今、課題となっている状況で、こ

のような話を６月１日の会議でしたところでございます。よろしくお願い

いたします。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

２番松川利充君。 

 

２  番 （松川利充君） 

保護者にメール配信が全員できるようになったということは、大変よか

ったと思います。子供たちを守るために帰宅させる、保護者に連絡する、

あらゆる情報をメールで発信する。その中で、確かに災害が起きた場合、

帰宅させるということもその災害の内容によっては、これは必要なことだ

と思います。だが、すべてではないと思います。場合によっては、帰宅さ

せること自体が危険な災害も、数多くある災害にはあるはずでございまし

て、むしろ学校にとめ置くという措置も子供たちを守るためにも必要な場

合もあると、私は思います。ですから、大洪水とかあるいは大雪とか大嵐

とか、いろいろな雷とかいろいろなことがあると思いますので、その災害

のいわゆる種類によって、やはり避難方法もじっくりと検討すべきだと思

います。一応、これはこのように提案をさせていただいて、次の質問に入

りたいと思います。 
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学校は、学校施設でありながら、先ほど教育長も申しておりましたが、

災害時には避難所として指定されておりますので、その危機管理マニュア

ルの中には避難所運営マニュアルというものが必要であると思います。学

校の教室や体育館の施設を避難所としてどのように使うか。あらかじめ運

営方針を定めておいて、避難所になった場合に迅速に対応することが必要

でございます。今回の地震を受けまして、沿岸部の被災地の避難所の状況

など情報を集めまして、避難所が長期間になった場合の運営マニュアルに

ついても見直す必要があれば見直した方がいいのではないかと、私は思い

ます。教育長、この件については所見をいただきたいと思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

教育長堀籠美子さん。 

 

教育 長 （堀籠美子君） 

避難所の件につきましては、学校が避難所になるというところと、校長、

教頭の指導のもとにということ、あと教職員が協力するということだけで、

さらに細かい部分はございませんので、今、議員のご提案がありましたの

で、今後考えていかなければならないと思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

２番松川利充君。 

 

２  番 （松川利充君） 

ぜひ、それをご検討いただきまして、実は避難所として学校を開放する

には、やはり教室や体育館や校庭や、あらゆるものを使うわけでございま

すので、それを開放しなければならない。ところが、あと学校の機能とし

てもそれを果たしていかなければならないということもございます。 

それから、避難所を開設にするに当たっての、やはり学校の施設でござ

いますので、校長が責任者でございますから、それの支援をしなければな

らない。そして、どこを、部屋を、どこの教室をどこの部屋を何に使うか。

避難所の避難者をどこに収容するか、それをきちんと配置図をあらかじめ

つくっておいて、そして準備に備えておかなければならないと思います。 
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あとその他防災資材、機材など、あと学校に災害対策本部を設置しまし

て、いわゆる避難所の運営委員会なるものをつくりまして、長期間にわた

る場合にはそういったことを念頭において、綿密な運営マニュアルをつく

って運営委員会を設置すると。そういった対応が必要だと思います。 

さらに、それだけではなくて、やはり子供たちをどうするか。できるだ

け早く学校の授業が再開できるように、そういった方法も念頭に置いて子

供たちをケアしていくということが重要ではないかと、このように思って

おりますので、ぜひともそれらの対応をよろしくお願いをしたいと思いま

す。 

そこで、また私の提案なのですが、先ほど町長にも提案申し上げたので

すが、こういったマニュアルも、やはり保護者にもこういう場合はこうい

うふうに対処しますのでと危機管理マニュアルも含めて、避難所になった

場合はこういうような運営方針になりますというようなことを、機会があ

った場合に説明をしてご理解いただくということで、実際に避難所になっ

た場合にスムーズな運営が図られるということになります。協力を得られ

やすいということになりますので、その辺をご検討いただきますようお願

いをしたいと思います。 

議長、以上で質問を終わりたいと思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

以上で、松川利充君の一般質問を終わります。 

続きまして、10番浅野正之君。 

 

１０ 番 （浅野正之君） 

一般質問をいたします。 

その前にちょっとだけ時間貸してください。 

きょう、６月15日でありますが、６月も半分経過しました。 

何で６月のことをお話するのかと、６月、気候、１年の気候を見て一番

安定している、何て言いますか新緑のころと言いますか、そんな感じです。

私も６月生まれ、大須賀議長も６月。大友議員も６月生まれ。全部若々し

いです。新鮮な、そんな感じあります。また、手紙の、時候のあいさつに

は立春の候とか、早乙女とか、それから「紫の陽の当たる花」、「しよう
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か」ではありませんよ、アジサイなのです。極めて四季をいろどる花なの

かなと。６月を英語で「ＪＵＮＥ」と言うそうでございますが、これはロ

ーマ神話の女神のジュノーという人の、これが語源だそうでございます。

ですから、６月生まれは品格あるのです。というふうに思います。 

ところで、きょうは何の日でありますが、大津波により三陸沖で死者２

万1,915人が出た、これ皆さん、今、地震でありますが、明治三陸沖地震

であります。これは、1896年、明治29年６月15日、きょうです、午後７時

30分であります。これくらいの甚大な被害があったのです。三陸沖はその

ほかに、昭和三陸沖地震というものもありました。これは、1933年、昭和

８年３月３日であります。この明治三陸沖地震、震源地はすべて昭和三陸

沖地震も現在の釜石であります。全く地震の巣としか言いようないと思う

のですが、たまたまこのときの地震、宮古測候所の地震計が５分間揺れど

おしだった。震度は２か３しか記録していなかったのです。何でこのよう

な被害か。津波なのです。津波の高さ38.2メーターを記録したそうでござ

います。こんなことも、今回の地震とまるっきり関係がないとは言いませ

ん。人間としてどれくらいまで自然に対応できるのか。よい考える時間だ

というふうに私は理解しております。 

通告に従いまして、１件３要旨について質問をさせていただきます。 

東日本大震災関連についてでありますが、2011年３月11日、マグニチュ

ード9.0の地震が発生しました。政府による命名は「東日本大震災」であ

ります。阪神大震災の1,400倍以上のエネルギーだったと言われておりま

すが、巨大地震の揺れと大津波によって、東北地方、特に沿岸部を中心と

する東側一体と、関東地方の一部が甚大な被害を受け、被災は600キロを

超える極めて広範囲な地域に及び、大津波が高さ15メートルあるいは20メ

ートル、あるいは以上にも達した地域もあり、大津波の直撃を受けたので

あります。 

沿岸の市町村では、住居が根こそぎに押し流されるなど、壊滅的な打撃

を被りました。このすさまじい物的、人的被害により、地域コミュニティ

自体がなくなったところも少なくありません。しかも、この震災には、こ

れまでの世界の巨大地震にはなかった大きな衝撃が伴ってしまいました。

それは東京電力の福島第一原子力発電所が地震と津波による被災で事故を

起こし、放射性物質の一部が広範囲に拡散したのであります。この結果、
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政府は野菜・原乳・水道水等に対する出荷制限や摂取制限を出すに至りま

した。加えて、東京電力と東北電力の原発や火力発電所、流通設備、いわ

ゆる送電線、変電所でありますが、大きな被害を受け、安定した電気の供

給を行うことが困難になり、企業の事業活動にも大きな影響与えることに

なってしまったわけであります。 

また、今回の東日本大震災による道路や住宅などの直接的な被害額につ

いては、16兆円から25兆円になるとの試算を、３月22日内閣府が発表して

おります。阪神大震災時の約10兆円を大きく上回る被害であるとしており

ます。以上申し上げ、次の点について、町長の所見を伺うものであります。 

要旨１でありますが、第四次総合計画では、第６章に災害に強く危険の

少ない安全のまちづくりを掲げております。基本目標では、自分たちの町、

地域は自分で守るという意識のもと、町民の皆さんと協働で地震や風水害、

火災等に備えた防災対策の強化を図り、災害に強い町の実現を目指すとし

ております。そこで、お伺いします。町の被害の総括結果と、今回の地震

で学んだとされる教訓は、何であるかお伺いするものであります。 

続いて要旨２でありますが、先ほど、前の松川議員も質問しております

が、ダブってしまいましたが、朗読だけさせてください。 

大和町地域防災計画震災対策編の骨子で、第１章総則の部分は除きまし

て、第２章の災害予防計画、第３章の災害応急対策計画、第４章の災害復

旧対策計画に大別しておりますが、今回の震災を経験して、この計画で今

後もよしとするのか、あるいは見直しの必要ありなのかお伺いするもので

あります。 

特に、建築物等の予防対策として、既存建築物の耐震性の向上を図るた

め、建築物の耐震改修の促進に関する法律の趣旨にのっとり、耐震診断、

耐震改修の促進に努めるものとするとしておりますが、それぞれの諸施設

の被害程度をどう判断するのか、また対応策についてはどう考えているの

かお伺いしておきたいと思います。 

また、自主防災組織の行動結果はいかがなものであったかお伺いしてお

きます。現在29地区28の組織がございますが、地域の防災力向上を基本と

して活動を行っておりますが、その震災当日の行動を教えてください。 

要旨３でありますが、東日本大震災による未曽有の被害状況やその特徴

を踏まえれば、その震災の対応は先例にとらわれず、国・地方ともに最大
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限の対応を行うことを前提とした制度設計が必要となるとしております。

今回の被害の特徴に応じ、さらなる国の役割の強化を図り、その上でなお

多額の地方負担が生じると見込まれるため、地方団体に対して適切な地方

財政措置を講じることが必要としていることから、地方財政への対応のポ

イントは何であるかお伺いするものであります。以上でございます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

答弁を求めます。町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

それでは、浅野議員のご質問にお答えをいたします。 

初めに、被害の総括結果と今回の地震で学んだとされる教訓に関するご

質問でございますが、今回震災におきましては、建物・交通機関・電話・

ガス・水道等の施設に大きな被害が発生いたしております。被害の概要に

つきましては、22年度３月の補正予算、４月１日の専決処分、５月27日の

補正予算等でご説明いたしましたが、被害総額につきましては関連費用の

除いて、弔慰金とかそういったものですけれども、そういったものを除い

て19億3,400万円となりました。道路や学校等の公共施設につきましては、

今後災害査定等の手続を経まして確定次第順次復旧工事を行うものとして

おります。 

今回の地震によりまして停電や水道の断水が長期間になったことから、

不安を抱えた住民の避難者が多く、かつ長期にわたるなど大和町地域防災

計画での想定より大規模なものとなり、その対応につきましては現場ごと

の判断が大変重要であると痛感したものでございます。 

また、大和町地域防災計画震災編においての想定地震は、宮城県沖単独

で発生した場合と宮城県沖連動型、そして仙台市の直下に位置しておりま

す長町利府線断層地帯の３地震で行っておりました。最大モメントマグニ

チュードは7.8と想定しております。これによります被害想定は、最大で

建物全壊数が18、半壊数が213、人的被害は負傷者37名としております。

しかしながら、今回発生いたしました東日本大震災は、マグニチュード

9.0という想定地震をはるかに超えるものでございました。 

本町におきましても全壊家屋34となってますが、実際39にふえておりま
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す。それから大規模半壊が30、半壊が108、合わせて118と記載おりますが

138ということでございます。訂正お願いします。さらには、公共施設に

も甚大な被害が発生しております。 

これまで基本としておりました宮城県沖地震の被害規模を超え、さらに

は電気・水道・ガスなどのインフラが完全に遮断され、避難所の食料や暖

房用燃料の確保、緊急車両の燃料など、多くの課題に直面したところでご

ざいます。幸いに関係者のご努力により、他の市町村より早い復旧がされ

たところでございます。 

この大地震を踏まえということでございますが、すみません、ここは大

地震を踏まえる前からの計画でございましたので、ここについてちょっと

訂正をさせていただきたいと思いますが、内閣府では国の防災基本計画の

修正作業を行っておりまして、この地震の前からということでございます

ので、計画の修正作業を行っておりまして、その計画に基づきまして宮城

県は地震関連の防災計画修正を行う予定としておったところでございます

が、昨年までの調査はこのような状況でございまして、中止された状況と

なっております。 

そのため、町の計画の修正につきましては、被害想定等の部分について

は、その新たな調査結果を見ながら整合性を図ってまいりたいと考えてお

ります。また、これまて耐震構造につきましては、昭和53年の宮城県沖地

震によりまして建築基準法が見直され、本町でも学校は初めとした公共施

設の耐震化に取り組んでまいりましたが、今回の震災によりこれまでの基

準がさらに強化される可能性がありまして、避難所として指定している建

物等を重点的に整備を図ってまいりたいと考えております。 

次に、大震災にかかわります地方財政へのポイントにつきましてのご質

問でございます。 

今回の震災被害につきましては、被害が甚大かつ広範囲にわたりまして、

脆弱な市町村にとりましてはその復旧財源を確保すること、このことは極

めて困難でございまして、この対応といたしまして国庫負担法に基づきま

す災害復旧事業があるところです。できる限り、この制度を利用して復旧

事業を行うように指示しているところです。また、事業の裏財源といたし

ましては、起債制度の活用があり、後年度の償還金額については交付税制

度での算入が見込まれておるところでございます。 
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この震災によります復旧財源につきましては、どん欲に特定財政の確保

の努め、健全財政の維持を図りつつ、後年度事業計画に支障を来さないこ

とが肝要であると考えております。また、各種制度によります税収入の減

につきましては、歳入欠陥債等、そういったものも検討も必要と考えてお

るところでございます。 

なお、自主防災組織の行動結果というのが抜けておりました。 

自主防災組織、先ほどお話のとおり29地区28組織で、今活動してもらっ

ております。それぞれの活動の中で、それぞれ独自の活動があったところ

でございますが、まず区長さん方お集まりをいただいたときにあったご発

言の中に、自主防災組織をつくっておってよかったと。そのことによって、

その地区、組織をつくったところの区長さんの話ですが、どういった行動

を取ればいいのか、こういったときに何をすればいいのか、そういったこ

とがまずスムーズにと言いますか、訓練等でやっていた中でできたのでよ

かったというお話を受けておりました。また、その自主防災組織をつくっ

たところでは、町の避難所以外のところでも独自に集会所等に避難をした

り、または地区で炊き出しをしたり、人的な確認をしたりというような活

動もしていだたいたところでございます。通常の区長さんたちの活動の中

でもやっていただいていると思っておりますが、自主防災組織があること

によって、区長さんほか地区皆さんがそういった意識、このときはどうい

った役割を担うということを理解していただけたと思っておりまして、成

果としては非常によかったと思っております。 

今後、この28組織でございますが、こういったことを契機に、さらに各

地区に組織してもらえるように働きかけてまいりたいと考えております。

以上です。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

10番浅野正之君。 

 

１０ 番 （浅野正之君） 

今、質問の要旨に答弁がなかったのでしたが、今、町長、即座に答えて

いただきました。これは担当は総務まちづくり課ですか。注意してもらい

たい。これだけを要請しておきます。 
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第一要旨にいてでありますが、被害の総括結果、先ほど町長の答弁でも

ございましたが、総務施設関係、あるいは上下水道関係、農林商工の施設、

土木施設、教育施設合わせて19億3,400万何がしだという説明がありまし

た。この被害金額が今の段階、いわゆる調査継続中の金額なのか、それと

もここで決定したなのか、どういうふうに解釈すればよいのでしょうか。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

この金額につきましては、継続中とご理解をいただきたいと思います。

国の方の査定等もございますので、概算と言ったら語弊があるかもしれま

せんけれども、まず大きな町の考え方としての金額、また査定を受けた中

で等もありますし、また若干動いている部分もあるということです。動い

ているということは、道路の陥没とかそういったのが、またたまに少しず

つ出てくるとかそういった部分での動きがあるということでございますの

で、この金額につきましては確定ということではなく、まだ途中の段階と

言いますか、と思っていただければ。大きく変わることはないというふう

に思いますけれども。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

10番浅野正之君。 

 

１０ 番 （浅野正之君） 

では、了解をいたしました。 

調査継続中の金額だと、19億、約20億でありますが、今後の23年度の行

政事業に対して、今から幾ら国から来たからといっても町単独で出す経費

もあるわけですから、財政運営がかなり厳しいのかなと、そういうふうに

私はそう思います。 

要旨２でありますが、答弁の中で地震被害想定ということが出てまいり

ましたけれども、これは宮城県では過去の地震被害想定調査を実施して、

地震対策を行ってきたということは聞いております。地震調査研究推進本
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部というものがありまして、宮城県沖地震の長期評価において、平成15年

６月１日より10年間の間に39％、20年間のうちに88％、30年間に99％の確

率で地震発生可能を発表しております。それで、先ほど町長が答弁した大

和町の計画採用値というものを出しております。まさに町長の言うとおり

でございますが、この全壊が20戸、半壊が220、負傷者が40人と出ており

ますが、この人的被害で朝と昼と夜では、これはまた違うのだろうと。そ

して、町の計画採用値では、朝４時で40人、これを採用したと思うのです

が、これはあくまでも負傷者ですから。昼でありますと30人なのです。冬

であると40人。この採用値の根拠をちょっと教えてください。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

根拠ということでございますが、確かに時間帯、また季節によって違っ

てまいります。 

例えば阪神淡路は朝５時、早朝でした。そして、あのとき休みだったで

しょうか。そういうことで地元に住んでいる、地元と言いますか家族がみ

んなそろっていたとか、そういう状況がありましたし、また大和町の場合、

この間はお昼時間でした。お昼って２時ですね。あと夜、夕方になれば料

理をつくっているとか、そういったことでまた別な火災が出るとか、その

時間帯で対応が被害額が違ってくるという中で数値がいろいろ出ていると

思います。また、冬場、夏場、そういったそれぞれあると思いますが、こ

の今回大和町でやっているのは最大値でやっているというふうに思ってい

ます。ちょっとこれは確認させていただきたいと思いますが、いろいろな

状況の想定がされている中で、最大値を使っているのではないかと思って

ます。ちょっとこれは、なお確認をしたいと思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

10番浅野正之君。 
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１０ 番 （浅野正之君） 

県の扱い方なのですが、私は大和町のいわゆる災害の概況とかという、

これは一覧表に当然して出すのが普通なのだろうと思うのですが、例えば

発生日時、それから地震の地名、震源の深さ、規模、最大震度、それから

もちろん津波もあったのですが。このような発生はもちろん場所は当然わ

かりますが、震源の深さとかそれから最大震度、あるいは津波、そのよう

なことは町の対策本部では出さなかったのでしょうか。いわゆる被害の概

況として。すぐに家屋全壊が何戸、そういうものはすぐに情報とし入った

のでしたが、その後、今言ったような場所とか、震度とか、そういうもの

は、これは行政の記録として何十年と残るのでしょうから、そういうまと

め方はしなかったのでしょうか。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

今回の地震についてということになろうかと思いますが、今、記録と言

いますか、そういったもの、確かに町で今出しているのは、被害の額また

は戸数、目に見えると言いますか、分になっておりますが、その震源地が

どうとか、そういったものについて、これは今まとめと言いますか、記録

として宮城県沖地震でもそういったものがあるわけでございますけれども、

今そういったもののデータを集めて、それを今まとめるところでございま

して、現在まだ出しておりませんが、記録としては残したいと思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

10番浅野正之君。 

 

１０ 番 （浅野正之君） 

もちろんこのような巨大地震でありますから、きちんとした記録は後世

に伝えるべきだと思います。今、取りまとめ中ということで、了解をいた

しました。 

要旨２の関係しますが、建物の被害の状況、公共施設、今まで町の方か
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ら出したいただいたものには町民研修センターを初め集落センター、コミ

センとか、あるいは教育施設、武道館、総合体育館、宝蔵、伊達家住宅

等々、学校施設。学校施設で小学校、吉岡小学校、鶴巣小学校、小野小学

校、それから大和中学校とあるのですが、吉田小学校は被害なかったので

しょうか。あとは、宮床中学校はどうだったのでしょうか。いただいた資

料にはないのですが、何もなかったという解釈でいいですか。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

教育長堀籠美子さん。 

わかる人でいいから。 

 

教育 長 （堀籠美子君） 

すみません、お答えいたします。 

織田課長の方がわかるのだと思うのですが、吉田小学校はありませんで

した。それから、宮床中学校は小破修理で終わったというところでござい

ます。失礼しました。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

10番浅野正之君。 

 

１０ 番 （浅野正之君） 

何よりでしたの答弁でありましたが、大変よかったでした。 

そこで、これらの施設、避難所との関係なのですが、避難所に指定され

ておった場所がたまたまこのように被害を受ける。いわゆる前の段階で、

診断、耐震性をすべてのものを調査した経緯があったのかどうなのか。そ

の辺をお伺いしておきたいと思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

避難所と言いますか、学校関係等につきましては耐震工事を、大和町す
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べて終わっておりますので、そういった意味では、前の段階の基準ではご

ざいますけれども、耐震工事が終わっているところでございますから、そ

ういったことでは大丈夫という判断をしておったところでございます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

10番浅野正之君。 

 

１０ 番 （浅野正之君） 

今、耐震測定調査をしたということでありながらも、避難所21カ所、避

難場所、避難所が21カ所でいいのですか。私の理解は。それから避難場所

が20カ所。後で確認させてください。このような私は数字で認識しており

ますが、避難所になっているところが使えなかったというケースもあった

のですが、これは想定外と言えばそれで済むわけでありますが、今までの

地震に対する積み重ねの対応として、欠如がなかったのかどうか。どうい

う認識でいらっしゃるでしょうか。お考えをお聞かせください。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

避難所として指定し、そしてまた耐震診断もやっていながらの被災と言

いますか、今回確かにそういったところもございました。このことについ

ては、大いに反省しなければいけないと思っております。 

想定外とか何とかという問題とはまた別としまして、避難所に対する

我々の考え方、もう少し厳しく見ると言いますか、厳しくというのは基準

的なもので、そういったことが今後必要になってくると思っております。 

ただ、難しいのはどの基準までを見るかといいますか、今回７点何がし

ですが、９が来ております。９だといいのか、どこまでというか、その見

方、これが今度非常に難しい判断を、これ対象だけではないと思いますけ

れども、出てくるのだろうと思っております。 
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議  長 （大須賀 啓君） 

10番浅野正之君。 

 

１０ 番 （浅野正之君） 

あともう１点だけ。２点ぐらいですか。 

３要旨のいわゆる地方財政への対応のポイントは何であるかということ

でありますが、先ほど要旨説明でしたとおりでありますが、そのほかに議

会の災害対策調査特別委員会で出した中で、平成23年度の国と県の補助事

業についてとしまして、震災に伴い平成23年度に予定している国、県補助

事業が削減されることなく予定どおり事業ができるよう国県に要望するこ

とということで、要望についての２項目めにあったのでしたが、これは具

体的にどのような要望をなさったのでしょうか。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

このことにつきましては、町単独ということではなくて、宮黒町村会な

り、宮黒というよりも県町村会ということで、全体で国、県にお願いをし

ているという状況にございます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

10番浅野正之君。 

 

１０ 番 （浅野正之君） 

いずれにせよ、大変な震災でありました。私、今回一般質問のまとめと

してこれだけは言いたかったのでありますが、３月11日の東北地方太平洋

沖地震も含め、明治と昭和に起こった三陸沖を震源とする地震は、地震に

よる被害よりも津波による被害が甚大であったという共通点があります。

四方を海に囲まれている日本、特に太平洋側ではより一層津波に対する対

策が急務だと思います。想定外という言葉は聞きたくありません。十分過

ぎるくらいの対策を立てて、実行していただきたいと思います。これは国
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に対してでありますから。一自治体だけでは負担し切れないほどの費用が

かかりますが、そこは国の出番であります。今回の福島第一原発事故で信

頼を失った政府、国が信頼を取り戻すにはこれしかないような気がします。

今の政府には、そんな能力はないでありましょう。次の政府、総理大臣に

期待したいと私は思っております。どうか大和町の順調な復旧復興が進む

ことをご祈念を申し上げまして、一般質問を終わります。ありがとうござ

いました。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

以上で、浅野正之君の一般質問を終わります。 

暫時休憩します。 

休憩時間は10分間とします。 

 

         午後２時００分  休 憩 

         午後２時０９分  再 開 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

再開します。 

休憩前に引き続き会議を開きます。 

４番平渡髙志君。 

 

４  番 （平渡髙志君） 

13番目ということで、町長、大変お疲れのようでありますが、しばしの

時間おつき合いを願いたいと思います。 

私からは２件２要旨で質問をさせていただきます。 

まず、今回の大災害に対しましての、被災にあわれました方々に対して

もお見舞いを申し上げます。 

１件目の町職員関係者は、非常食を自前で確保という質問でありますが、

３月に発生した東日本大震災は、地震だけでなく巨大津波によって太平洋

沿岸地域は壊滅的な打撃を受けました。本町でも地震により５月末日で全

壊38件、大規模半壊30件、半壊100件とまだこれより今聞きますとふえて

おりますが、大きな爪痕を残しました。特に、東部の被害が大きく、鶴



１６５ 

巣・落合地区が大打撃を受けました。数日間にわたり電気・水道がとまり、

各家庭は調理もできず店をしまっているため、食事も満足に取れなかった

ようであります。 

避難所も家が壊れて住めなくなった人たちだけでなく、食べ物がないた

めに来た人たちも多く、備蓄していた非常食も一日で底をついたようであ

ります。幸い当町では、白石製パン様のご好意で救援物資を何日間もいた

だき、食料不足を補うことができました。町民２万5,000人分の非常食を

町で全部用意しておくことは資金的にも労力的にも大変困難であります。

今回の災害を教訓に、全家庭で２日ないし３日分ぐらいの非常食を常備し

ていただければ、大変よいのですが、これもなかなか難しいものがありま

す。 

そこで、とりあえず町職員、町関係の役員、消防団、各種団体等に有償

で非常食を用意してもらい、その購入斡旋を町でしてはと考えますが、町

長の所見を伺います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

答弁を求めます。町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

それでは、平渡議員のご質問にお答えをします。 

町の防災備蓄では、食料関係で保存期間が５年間のアルファ米、これ何

種類がワカメごはんとか五目ごはん、山菜、おこわがあるわけですが、こ

のアルファ米は400食準備しております。4,000食ですね、失礼しました。

保存期間が３年間のカレーライスセットが420食、けんちん汁と豚汁のセ

ットがそれぞれ420食、クラッカーが280食、保存水がペットボトルで

1,240本、20リットルタンクで10個を準備しております。備蓄品の数量は、

地域防災計画で想定しておりました宮城県沖地震での短期避難者750名で

想定しておりますが、に対して３日間の食料ということで計画しておった

ものでございます。 

今回の東日本大震災では、お話のとおり電気・水道等のライフラインの

被害が広範囲にわたり復旧に時間を要したこと、また店舗の破損が大きく

て営業再開がおくれたこと、さらには道路、港湾、鉄道が被災によって物
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流が滞り、そのことによる食料品、生活用品が不足した状況でございます。 

町民の防災対策としまして、今月の広報に掲載をしておりますけれども、

非常食としてペットボトル詰めの飲料水、缶詰、レトルト食品、インスタ

ント食品など、電気・ガスや水道が停止することを想定をして、常温で保

存可能な日常利用できる食料品を３日分ぐらい保存食として備蓄してくだ

さいというお願いと言いますか、記事をのせておるところでもございます。

また、災害時の非常食として、町内防災組織で一時避難所の地区集会所、

その防災組織としてアルファ米を備蓄している地区もあるようでございま

す。 

町の職員や消防団員で非常食を備蓄するということ、ご提案のありまし

たその方法につきましては大変有効であると思っておりますし、常温で保

存可能な製品で日常食している食品であれば、効果的に備蓄ができると考

えてもおります。 

こういったことから、各団体に呼びかけをし、希望がある団体を中心に

斡旋を検討してまいりたいと、このように考えております。以上です。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

４番平渡髙志君。 

 

４  番 （平渡髙志君） 

これは１月末、２月でしたか、ことしの、このやり方、方式は、実は石

巻市でこれを取り入れたというような報道がありました。それで、私も３

月議会にこれを出そうかなと考えておったところですが、別な案件があっ

たものですから、一応そっちの方を回してしまったということで、これ取

り上げなかったのですが、今回、少し遅かったかもしれませんが、石巻で

は１月末から２月にかけて、このやり方、県内で初めてだそうです、職員

を中心にこの市で斡旋をしたということで、今回津波でこの非常食も流さ

れてしまったかもしれませんが、職員等々はこれで補ったということもご

ざいました。それで、今、町長の答弁の中で、広報等で、今回各家庭に呼

びかけたとありましたが、確かに前からこういう問題はいろいろな広報で

も出していただいた経緯もありますが、やはりどこでこういうものをセッ

ト的なものがないのです、各部分的なものは、乾パンとかペットボトル等
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はありますけれども、やはり町で一括して、これを取りまとめて何日分で

幾らというようなものを出せば、これには非常食、いろいろな火を使わな

いでもすぐ食べられるようなもの、ペットボトルとかあとマスクとか、セ

ットで入っておるのです。それを、やはり私は勧めるということでありま

すが、今、いい考えであるというような町長のお言葉で、これは斡旋を検

討してまいりたいと言った言葉をいただきましたが、この検討という言葉

は、私たちのものでは国会にしろ、県議会にしろ、町議会でもありますが、

検討しますということはしないというようなことかと認識にも私はとるの

です。だから、斡旋をしてまいりますといったような言葉なのか、それと

も今から何年かかってかこれを考えていくかということなのか、その点を

お伺いします。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

検討という言葉ですが、これまでもいろいろ検討というお話をさせても

らってますが、やらないということではないということで、そこは誤解を

されて、もしそういうふうにとらえているのであれば、やらないというこ

とではないということで、まずそれはお話をさせていただきたい。 

それから、この斡旋についてですが、これは斡旋することについてはす

ぐにでもできるというか、声かけをするということでございますが、今お

話のあったセット物とかそういった物について、どういった物があるのか。

これまで町では先ほどもお話しましたけれども、レトルト食品、アルファ

米とか、そういったものでは準備しているところでございますけれども、

今、食料のほかにマスクもセットになっているとか、いろいろあるようで

ございますので、そういったの教えていただいて、そしてどういったもの

がいいのか、町から言っただけではなくて、例えば婦人防火クラブの皆さ

んとか、そういった方々もこれならいいとか、これは不便だとかいろいろ

あると思いますので、そういった品物の選択とかもあると思いますので、

そのことについては検討というか、早速でも取りかかれると思っておりま

す。斡旋と言いますか、ご紹介という形になると思います。 
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議  長 （大須賀 啓君） 

４番平渡髙志君。 

 

４  番 （平渡髙志君） 

それを聞いて、私もやる気が出てまいりました。 

早速やっていただけるということで、前段、私も消防団員でありますの

で、消防団の方には話を通して、今回こういうような非常食を全団員にそ

ろえたらどうかというような話も幹部の中でしておりまして、前向きにと

らえております。 

また、鶴巣地区だけの話ですけれども、婦人会、また鶴巣の婦人防火ク

ラブの方々、婦人防火クラブというと600戸毎戸ですから、その方々の会

長さんも、ぜひ町の方でそういうことしていただけるのなら、私たち有償

でもそろえますという言葉もいただいておりますから、やはり町ですぐや

ってもらわないと私の立場もなくなるのかなと思って、今、確かめたとこ

ろであります。早速、こういうのを各種団体等々を通じて、早急にやって

いただければ各地区のそういう組織のないところでも、それを耳で聞いて

いいものがあるということであれば、それを町に頼めばいいのだなという

ことで、私は進むと思うのです。ただ、やはり広報だけしてもこれは余り

買わないし、特にこういう災害があったすぐに、やはりやらないとすぐ忘

れてしまいがちなものですから、これをしてもらわないと効果がないのか

なと。 

あと、先ほど4,000食等々今までそろえたという話ですけれども、大和

町の今回の避難のピーク時が1,077名がピーク時で避難したのです。それ

で、配食の本当の朝食だけで、１回2,100食ぐらい出した経緯もあるので

す。ですから、町で備蓄している本当に保存食何かはすぐ一日も持たない

ということで今回でわかったわけですから、やはり町でだけでなく、地域

でとにかく毎戸でそういうものをそろえていただくことが先決だと思いま

すので、ぜひ早急にこれをやっていただければと思います。 

それでは、２件目に入ります。 

今般の地震での災害対策の検証はの質問でありますが、ここ数年近い将

来宮城沖地震が必ず起こるということは、テレビ・新聞・マスコミ等でさ

かんに報道されてきました。私も一般質問や会議等々でことあるごとに災
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害に強いまちづくりを提言してまいりました。 

町もいろいろな施策を取ってきており、その中でも軽トラック小型ポン

プ積載車４台を配備したことは、大きな効果がありました。これによって、

消防団は各地区で大きな力を発揮し、また自主防災組織をつくった地区は、

地域一丸となって協力し合ったが、その反面、今回の災害に対処対応でき

なかった面も多々あったと思われます。このようなことを町当局はどのよ

うに反省し、今後どのように対応していくのか、前向きの所見を伺います。

以上です。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

それでは、災害対策の検証でございますけれども、今回の震災直後には

電気・ガス・水道等のインフラが遮断されまして、数日間にわたって町民

の皆さんは夜暗い中で、大変不安なときを過ごされたところでございます。

その間、消防団皆様には大変なご協力をいただきまして、町内各地区の巡

回、そして避難所への物資の運搬、盗難防止のための警らなど、住民にと

っては大変心のよりどころになったと思ってまして深く感謝を申し上げて

おります。 

また、これまで自主防災組織の立ち上げについて、各地に要請をしてま

いりましたが、先ほども浅野議員のときにもお話しましたけれども、現在

29地区28組織が設立しておりまして、災害発生時には自助・共助・公助が

原則であると言われる中、地域住民の皆さんが連携して自分の地域は、地

域のみんなで守ることが大変重要であるとの認識のもとに、今回の震災で

は地域の皆様の安否確認や地区の安全確認、炊き出しなど地域一丸となっ

て取り組んでいただき、地域にとって大変重要な組織であることを再認識

して、我々もしましたし、地域の方にもしていただいたところでございま

す。 

また、町内全体から見ますと半分の地区となっておりまして、その組織

化、未設置の地区は早急に立ち上げていただくよう、要請してまいりたい

と考えております。 
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また、今回の災害におきまして、これまで地域防災計画に設定した内容

でも対処できない課題が多かったところでございます。避難所には支援を

求めて多くの住民の皆さんが集まりましたが、備蓄していた非常食、先ほ

ど議員もお話のとおり不足をいたしましたし、炊き出しや協力していただ

いたスーパーや企業のご支援があって食料の確保ができたところでござい

ます。 

今後は備蓄するべき物品の確保や食料の確保、さらには発電機、暖房用

の燃料、また緊急車両の燃料の確保など課題が明確となったものでござい

ます。 

また、停電状態が続きまして、高架水槽への送水ができなかったり、地

下タンクにある燃料のくみ出しができなかったなど、長期間の停電状態へ

の対応の検討を行う必要を感じたところでございます。 

これらについては、一つ一つ検証を行って、災害に強いまちづくりに取

り組んでまいりたいと、このように考えておるところでございます。以上

です。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

４番平渡髙志君。 

 

４  番 （平渡髙志君） 

今回の、まず一番は油の確保が大変だったのではないかなと、私なりに

思っております。これはやはりスタンド等としっかりとした今までの協定

がないのも、事実ではなかったのかなと。また、物資の面でも大手スーパ

ー等々ありましたけれども、そこからの支援も完全ではなかった。幾らか

はいただいて面もあるでしょうけれども、やはりスーパー挙げて物資を応

援したところも、他町村ではあったようでありますが、本町ではそのよう

なことは余りなかった。やはりこういったことはしっかりとしたスタンド、

また大手スーパー、量販店等々といざ災害のときは、やはり物資を全面的

に供給していただくというような協定をしっかり結ばなければいけなかっ

たのかなと思いました。 

また、いろいろ前段の方々が言ったとおり、発電機がちょっと不足した

とか、容量が足りなかったと、やはりそういうのもいろいろあったと思い
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ます。やはりそういったものを検証する期間も、多分立ち上げると思いま

すが、それは内部の人たちだけで検証するのか、また外部の人を入れてや

るのか、その委員会はいつ立ち上げるのか、やはりそういうことを、町長

はどう考えておるか伺います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

お話あったとおり、今回油の確保等につきましては大変な苦労がありま

したし、食料確保も厳しいものがございました。関係する企業、事業者の

方々の多大なご協力の中で進めさせてもらったところでございますが、た

しかに油とかの場合、ガソリンスタンド協定というものもやっておりませ

んでしたし、また備蓄等そういったこともやってなかったということがあ

りました。いろいろそういった反省すべき面、今後するべきことがあると

いうことで、今後、計画の見直しという中で、今、いろいろ情報なり反省

材料なり、そういったものを整理をして、計画の見直し作業を一部資料集

め等進めております。 

そのほか、皆さんのご意見をということですが、委員会という考え方、

今はちょっとそこまで具体的には持っておらなかったところでございます

けれども、地区の代表の方々のご意見とかまたは団体の代表の方のご意見、

そういったものにつきましては当然それぞれの地区でもいろいろ検証され

ておられるでしょうし、団体でも検証、場合によっては反省あろうかとい

うふうに思ってますので、そういった方々からのご意見をちょうだいする

機会は待たなければいけないと思っております。それが委員会という形に

なるか、それはまだそこまではちょっと具体にはなっておりませんが、い

ずれ見直しをするに当たっては、役場で経験したこと、また地区の方々が

経験したこと、それぞれの団体の方が経験されたこと、そういったことを

検証した中で計画の中に取り組んでいく必要があろうと思っておりますの

で、改めてそういった意見を聞く機会は持っていかなければいけないと思

っております。 
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議  長 （大須賀 啓君） 

４番平渡髙志君。 

 

４  番 （平渡髙志君） 

今回の災害で、やはり初動体制が機能しなかったのがあるのかなと。や

はり区長会、また民生委員、そういう方々の組織があるわけでありますが、

やはりひとり暮しの高齢者、ひとり暮しの方々を知っているのはやはり民

生委員が一番わかっているわけであります。そういう方々のとこにすぐに

安否確認は消防団の方でやりましたが、その後の電気、水道がとまったわ

けでありますから、やはりそういうところを民生委員さん方に見ていただ

くとか、また区長さん方がやるところは結構やったようですが、動かなか

ったところも結構あったということで、やはりそういう検証も今からしな

ければないのかなと思います。確かに何でもですけれども、いざこういう

ふうになれば、あれもそろえておかければなかったかなという反省はあり

ますが、やはりそれにお金がかかるわけですから、どこまで金かけていい

のかということが、やはり町長、初め町執行部はあったと思います。です

から、いろいろな災害について、いろいろな質問しても、やはりそこは実

現しなかったのも結構多々合ったのかなと、先ほど質問の中で言いました

が、やはり金かかっても消防団の積載車を用意していただいたということ

は、私本当に同じ消防団員としていろいろありました。経費かかり過ぎる

のではないかとか。でも、それを今回はねのけるくらいの働きがあったと

私は思っております。ですから、何かそろえたときそういう経費かかるの

ではないかなというのではなくて、やはり今回福島原発でも津波で来た瓦

れきを取り除く重機、きょうの新聞かな、きのうの新聞あたりにのってま

すが、何千万もする重機を今度そろえると。それも何千年に１回、来るか

来ないかわからない大きな津波のために何千万の重機を、今度瓦れき撤去

するためにそろえると。それも結果論なんです、こういうふうになったか

ら初めてやると。ですから、やはり少々金はかかっても、災害の対応はや

はりしておくべきではないのかといった検証もやはり外部の委員を、外部

の方を入れてやらないと、やはり内部だけで検証しても私甘いものになる

と思うのです。ですから、外部の方々の意見を聞きながら、やはり検証は

しっかりとした形でやっていかないと、次につながらないと思うのですが、

いかがでしょうか。 
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議  長 （大須賀 啓君） 

町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

検証につきましては、先ほど申しましたとおり、そういう各種団体なり

地域なり、そういった方々が今回いろいろ経験されている部分が大いにあ

るわけでございますので、そういった方々からもご意見も聞き、またいろ

いろどういったふうにあったらいいか、そういったご意見を聞きながら進

めていきたいと考えておるところでございます。 

また、これまで、例えば民生委員さんとかそういった方々についての活

用が、ちょっとこちらがというお話があったようでございますが、民生委

員さん等にもこういった場合の対応というものは、なかなかそういったお

話と言うのですか、常の対応はお願いをしているわけでございますけれど

も、なかなか民生委員さん等に対してこういたときにどういった対応をし

てくれとか、そういったことについてお話する機会ないと言いますか、検

証する機会もないのが今まで実態だというふうに思っております。やはり

そういった組織がいろいろある中で、通常の活動とまたそういった非常時

の活動、そういったことについて民生委員さんだけではないのですが、区

長さんとか、そういったほかの団体さん、そういった部分についてもやは

り話す機会をもっと設けておくことが、やはり常日ごろから大事なのだろ

うなというふうに思っております。 

今回、そういった部分では、いつもお願いするとなると消防団とか非常

事態の場合婦人防火クラブとか、危機管理の方はそちらの方にお願いする

という傾向、どうしても強いわけでございますので、そうではなくて各団

体で役割をできるような、そういった横の連携と言いますか、そういった

ものが必要になっていると思っておりまして、そういったことも踏まえて、

今後計画もいろいろな意見を聞きながら、見直してまいりたいというふう

に思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

４番平渡髙志君。 
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４  番 （平渡髙志君） 

先ほど、松川議員また浅野議員のときのもあったとおり、防災計画をし

っかりとしたものを、今後つくっていっていただきたいということで、あ

とまた地震、大雨等のハザードマップが各戸に配布されておりますが、や

はりそのままになっている家庭が多いのかなと、目を通してないのが大部

分かなと思います。それで、これを教訓に、早く地区ごとでもいいですし、

いろいろな町の職員が行って、座談会、懇談会でもいいです、そのときマ

ップ等を持ってきていただいて、やはりしっかりとしたここの地区はこう

ですよといったことは説明をしないと、ただ配布しただけでは、私何もな

らないと思うのです。だから、これを教訓に何かの地区懇談会等々開いて、

やはり今回の検証をしながら、このハザードマップを持ってきていただい

て、その説明をするのも私、一つの案かなと思いますが、町長いかがでし

ょうか。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

ハザードマップとか地震被害マップとか、いろいろつくっております。

各戸配布をし、そのときには各地区を説明をしたり、代表者に説明をして

いるとことがありますが、ご案内のとおりどれほど利用してもらっている

のかという部分については確認までしておらないところでございます。 

今回こういうこともありまして、皆さんもそういった危機意識というか、

そういうのあるというふうに思っておりますので、そういった機会、町で

集まりがあって説明をする機会があれば、町で行ってご説明申し上げたい

と思いますし、そういう要請があれば、ご説明をもちろんしたいと思いま

す。 

あと、地区でも代表の方、消防団の方とかおいでのときに、その講演で

はなくてもその地区でやってもらうとか、そういったご協力もできれば大

変ありがたいと思いますので、よろしくお願いします。 
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議  長 （大須賀 啓君） 

４番平渡髙志君。 

 

４  番 （平渡髙志君） 

今から復旧等々、復旧復興の仕事も大変あるでしょうが、まだ反省点も

いろいろ生かしながら、地域でやはりいろいろなことあるごとに、そうい

う話し合いをもっていかなければならないかと思います。また自主防災組

織を全地域につくれば、そこでいろいろな話ができるわけですから、早速

自主防災組織を全地区に立ち上げることをお願い申し上げまして、私の一

般質問を終わります。ありがとうございました。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

以上で、平渡髙志君の一般質問を終わります。 

これで一般質問を終わります。 

                                            

日程第３「議案第３９号 平成２３年度大和町一般会計補正予算」 

日程第４「議案第４０号 平成２３年度大和町国民健康保険事業勘定特別会計 

補正予算」 

日程第５「議案第４１号 平成２３年度大和町介護保険事業勘定特別会計補正予算」 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

日程第３、議案第39号平成23年度大和町一般会計補正予算から日程第５、

議案第41号平成23年度大和町介護保険事業勘定特別会計補正予算までを一

括議題とします。 

朗読を省略して、提出者の説明を求めます。 

財政課長八島勇幸君。 

 

財政課長 （八島勇幸君） 

それでは、議案書の１ページをお願いいたします。 

あわせまして歳入歳出補正予算事項別明細書第２号ということで、別冊

の資料もございますので、そちらもあわせてご準備をお願いいたします。 

平成23年度大和町一般会計補正予算（第２号）でございます。 
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第１条につきましては、歳入歳出予算の補正でございまして、歳入歳出

それぞれ9,756万5,000円を追加いたしまして、予算総額を93億2,811万

8,000円とするものでございます。 

補正の款項の区分につきましては、第１表によるものでございます。 

第２条につきましては、地方債の補正でございまして、災害等廃棄物処

理事業債3,990万円を追加しようとするものでございます。 

それでは、事項別明細書３ページをお願いいたします。 

まず、歳入でございます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

総務まちづくり課長千葉恵右君。 

 

総務まちづくり課長 （千葉恵右君） 

15款２項６目特定防衛施設周辺整備調整交付金でございます。補正額は

6,600万円でございます。１節特定防衛施設周辺整備調整交付金でござい

ます。詳細につきましては、別冊の総務まちづくり課の資料をごらんをい

ただきたいと思います。 

議案第39号関係説明資料となってございます。ご準備をお願いいたしま

す。 

平成23年度特定防衛施設周辺整備調整交付金事業、いわゆるＳＡＣＯ交

付金についての考え方についてご説明を申し上げます。 

ことに、町長のあいさつにもございましたが、まず本年度の米軍により

ます移転訓練の予定でございますが、本年１月28日に東北防衛局より８月

下旬から９月にかけて実施するとの連絡を受けております。これによりま

して、訓練実施の都市のＳＡＣＯの交付金は１億2,000万円の交付が行わ

れる予定となってございます。これに基づきまして、５月12日に一時交付

金分の55％として6,600万円の交付決定があったところでございます。残

りの5,400万円につきましては、訓練が実施された場合、12月中旬以降に

普通交付額と一緒に二次交付として決定される予定でございます。 

また、防衛施設周辺の生活環境の整備等に関する法律が改正されまして、

使途をより事由にして、使い勝手をよくする内容というふうに法改正がな

ったものでございまして、これによりまして医療費の助成あるいは調査費
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用に係るもの等のいわゆるソフト事業とリニューアル事業、修繕関係、こ

れに係る事業まで拡大をされたものでございます。このことによりまして、

当初予算措置をしていたもののうちから、補助対象となる事業を抽出いた

しまして、一般財源の一部をＳＡＣＯの交付金の方に振替るという内容で

ございます。 

なお、振替によりまして、産み出される一般財源につきましては、財政

調整基金に戻し入れをして調整を図ったものでございます。 

充当する事業につきましては、一覧の表のとおりでございまして、１番

仙台北部工業団地内法面除草事業でございます。表の中に右の方に事業予

定額というふうになっておりますが、これは全体の事業費でございまして、

そのうちＳＡＣＯ交付金の充当予定が100万円という内容でございます。 

２番目が生徒通学対策事業でございます。 

現在のスクールバス委託費に充当するものでございまして、充当額は

1,900万円としております。 

３番目が大和町総合体育館管理事業ということで、現在の施設管理の委

託をしてございますので、これに充当する費用でございまして、350万円

というふうになってございます。 

４番目が大和町総合運動公園管理運営事業といたしまして、総合運動公

園の管理運営の補助員として嘱託員の人件費として350万円を充当する予

定でございます。 

５番目が大和町ふれあい文化創造センター管理運営事業ということで、

まほろばホールの管理運営に係る費用でございます。1,800万円を充当す

る考えでございます。 

６番目が介護用品購入費助成事業といたしまして、高齢者の介護用品の

購入の助成に充てるということで、250万円を充当する考えでございます。 

７番目が妊婦健診健康審査事業ということで、12回実施をしてございま

すが、このうち５回分が町の単独の事業というふうになってございますの

で、この分に係る費用を充当しようとするもので250万円でございます。 

８番目が町民バス運行事業といたしまして、町民バス運行業務の委託費

用ということで、400万円の充当でございます。 

９番目が大和町学校給食センター運営管理事業といたしまして、学校給

食センターの運営に係る各種の委託費でございます。この中には食材費あ
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るいは給食費の歳入がございますので、そういったものは経費の対象外と

いうことで除いてございます。1,200万円を充当するということで、９項

目で6,600万円を充当するという考えにしてございます。以上でございま

す。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

財政課長八島勇幸君。 

 

財政課長 （八島勇幸君） 

続きまして、８目災害復旧費国庫補助金３節災害等廃棄物処理事業費補

助金でございますけれども、今回の震災によりまして発生いたしました災

害ごみ処理に要します補助金3,995万円を今回計上するものでございまし

て、補助率につきましては２分の１でございます。 

県支出金２項の県補助金でございますけれども、協働教育プラットホー

ム事業といたしまして、県単独の新規事業50万円でございます。補助率に

つきましては、２分の１でございます。 

同じく県補助金９目緊急雇用創出事業費補助金でございますけれども、

国の交付金事業に新たに震災対応分野が新設されたものでございまして、

860万5,000円計上いたすものでございます。 

３目県委託金でございますけれども、スクールソーシャルワーカー活用

委託金でありますが、74万9,000円から29万円減額となったものでござい

ます。 

19款繰入金２項基金繰入金５目財政調整基金繰入金でございますが、今

回の震災によりまして取り崩しを予定いたしておりましたけれども、特定

防衛施設調整交付金が、先ほど総務まちづくり課長説明のとおり、ソフト

事業対応可能となったことによりまして、5,950万円の財政調整基金の取

り崩しを減額いたそうとするものでございます。 

４ページをごらんをいただきたいと思います。 

21款諸収入５項雑入町文化振興協会運営事業費精算金236万3,000円でご

ざいますが、こちらは平成22年度のまほろばホール自主事業に係る精算に

伴う収入でございます。その他の収入３万7,000円につきましては、歳入

の財源調整でございます。 
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22款１項６目災害救済につきましては、災害ごみ処分の国庫補助金の裏

負担といたしましての起債3,990万円を計上いたすものでございます。 

歳入につきましては、以上でございます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

環境生活課長菅原敏彦君。 

 

環境生活課長 （菅原敏彦君） 

それではご説明申し上げます。 

事項別明細書の５ページをお開きいただきたいと思います。 

３歳出、２款１項６目企画費でございます。これにつきましては補正額

ゼロ円となっておりますが、財源調整ということでお願いするものでござ

います。 

補正額の財源内訳でございますが、国庫支出金400万円を追加し、一般

財源をマイナス400万円、これにつきましては特定防衛施設周辺整備調整

交付金事業としての財源振替ということでお願いするものでございます。

よろしくお願いします。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

総務まちづくり課長千葉恵右君。 

 

総務まちづくり課長 （千葉恵右君） 

７目電子計算費でございます。18節備品購入費といたしまして、庁用器

具費50万3,000円を整備するものでございます。昭和63年に電算処理用の

大型シュレッダーを購入しておりますが、これが破損いたしまして修理不

能となったことから、新たに購入するものでございます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

保健福祉課長瀬戸啓一君。 

 

保健福祉課長 （瀬戸啓一君） 

続きまして、３款民生費でございます。 
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１項２目老人福祉費につきましては、在宅老人対策費としましての介護

用品購入費助成、先ほど総務まちづくり課長説明のとおりでございますけ

れども、これの財源の振替をお願いするものでございます。 

続きまして４款衛生費１項１目保健衛生総務費でございます。 

これにつきましても、ＳＡＣＯ調整予算の関係でございますけれども、

母子保健推進費としましての妊婦健診の助成費相当分、これにつきまして

の財源の振替調整を行うものでございます。以上でございます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

環境生活課長菅原敏彦君。 

 

環境生活課長 （菅原敏彦君） 

続きまして、４款２項１目廃棄物処理費でございます。19節負担金補助

及び交付金につきましては、今回生ごみ施設の生ごみ処理機等の購入費の

補助金につきまして、家庭用電気式生ごみ処理機５機分の、当初に加えて

追加して補正を今回お願いするものでございます。以上です。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

産業振興課長庄司正巳君。 

 

産業振興課長 （庄司正巳君） 

６ページでございます。 

６款商工費１項２目商工振興費でございますが、仙台北部中核工業団地

法面除草に係る一般財源と特定財源、ＳＡＣＯ予算の財源の組み替えによ

るものでございます。 

３目観光費でございますが、11節修繕料につきましては旗坂キャンプ場

トイレの修繕に要する所要額を計上いたしたものでございます。 

内容につきましては、ことしの冬の雪の重さにより、キャンプ場トイレ

屋根がへこみ、破損していることにより修繕をいたすものでございます。 

15節工事請負費につきましては、七ツ森陶芸体験館のかま、穴がま、ガ

スがま、電気がまが地震によりそれぞれ一部破損したことから、復旧工事

に要する所要額を計上したものでございます。以上です。 
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議  長 （大須賀 啓君） 

都市建設課長高橋 久君。 

 

都市建設課長 （高橋 久君） 

続きまして、７款土木費４項３目公園費の11節需用費につきましては、

ワカバ公園の木製複合遊具の修繕に要するものでございます。15節の工事

請負費につきましては、一里塚公園の遊具の撤去に要するものでございま

す。以上でございます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

教育総務課長織田誠二君。 

 

教育総務課長 （織田誠二君） 

９款教育費２項２目教育振興費でございますが、副ソーシャルワーカー

活用委託事業につきまして、県からの委託費が確定しましたことから、財

源の振替を行うものであります。 

同じく３項中学校費の学校管理費でございますけれども、これにつきま

しては先ほど総務まちづくり課長が説明したとおりのＳＡＣＯ交付金を充

当するということになりましたので、財源の振替を行うものであります。

以上でございます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

生涯学習課長森  茂君。 

 

生涯学習課長 （森  茂君） 

先ほど財政課長が説明申し上げました歳入４ページでございますけれど

も、上から３行目の町文化振興協会運営事業費精算金でございますが、こ

れにつきましては別冊平成22年度大和町文化振興協会歳入歳出決算書をご

らん願いたいと思います。 

表紙を開いていただきまして平成22年度大和町文化振興協会歳入歳出決

算書事項別明細書の一番下でございますが、最下段でございますけれども、

歳入総額3,272万3,704円から歳出総額3,035万9,891円を差し引きました翌
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年度繰越分236万3,813円を、平成23年度一般会計に戻し入れいたそうとす

るものでございます。 

事項別明細書６ページにお戻りいただきたいと思います。 

９款４項１目社会教育総務費からでございます。 

補正額の財源内訳ですが、国県支出金50万円としまして一般財源20万

5,000円をマイナスとしまして、協働教育プラットホーム事業費によりま

す財源振替でございます。 

19節負担金補助及び交付金29万5,000円につきましては、宮城県巡回小

劇場公演決定に伴います公演料負担金であります。 

続きまして、事項別明細書７ページをごらんをいただきたいと思います。 

同じく４目まほろばホール管理費でございます。補正額の財源内訳でご

ざいますが、国県支出金1,883万9,000円としまして、一般財源1,677万

2,000円をマイナスとしましてＳＡＣＯ予算による財源振替です。 

４節共済費１万1,000円と賃金82万8,000円につきましては、まほろばホ

ール受付パート職員雇用に要する経費でございます。 

18節備品購入費、庁用器具費22万8,000円につきましては、大会議室の

給湯器修理交換に要する経費でございます。同じく18節備品購入費、展示

品購入費100万円につきましては佐藤忠良ギャラリー展示用ブロンズ像購

入に要する経費でございます。 

９款５項４目総合運動公園管理費でございます。 

補正額の財源内訳ですが、国県支出金700万円としまして、一般財源700

万円をマイナスとしましてＳＡＣＯ予算によります財源振替です。 

続きまして、９款５項７目学校給食センター費でございます。 

補正額の財源内訳ですが、国県支出金1,200万円として一般財源1,200万

円マイナスとしましてＳＡＣＯ予算によります財源振替でございます。以

上でございます。よろしくお願いします。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

保健福祉課長瀬戸啓一君。 

 

保健福祉課長 （瀬戸啓一君） 

続きまして10款災害復旧費でございます。 
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２項１目総務災害復旧費につきましては、４節、７節でございますけれ

ども、このたびの震災、特に生活再建復興事務に要します事務補助員の社

会保険料、賃金に要する費用でございます。よろしくお願いします。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

環境生活課長菅原敏彦君。 

 

環境生活課長 （菅原敏彦君） 

続きまして、２目衛生環境災害復旧費につきましてご説明申し上げます。 

13節委託料につきましては、先ほど歳入で説明のございました災害復旧

の国庫補助金及び町債での起債というふうな形で歳入が確保されておりま

す。また、今回の東日本大震災によります町内の建物等被災の震災ごみ、

これの処理計画のもと仮置き場３カ所、総重量約4,500トンと推計いたし

ます震災ごみを今回民間へ業務委託し、処分をいたす経費として補正をお

願いするものでございます。 

続きまして、19節負担金補助及び交付金の地区集会施設復旧事業費補助

金につきましては、集会施設の修繕に要します経費、これの２分の１かつ

150万円を限度とし補助しようとしますための補正を、今回お願いいたす

ものでございます。以上です。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

都市建設課長高橋 久君。 

 

都市建設課長 （高橋 久君） 

続きまして、５目土木施設災害復旧費の４節共済費と７節の賃金でござ

いますが、緊急雇用創出事業により、災害復旧事業に係る臨時事務補助員

に要するものでございます。予定は７月から３月までの９カ月分といたし

てございます。よろしくお願いします。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

教育総務課長織田誠二君。 
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教育総務課長 （織田誠二君） 

６目教育施設災害復旧費でございます。 

７節につきましては、緊急雇用創出事業を活用しました震災対応事業で、

被災地から大和町内の小中学校に転校してきました児童生徒が抱える心の

問題等和らげるよう、相談相手になっていただく方を雇用しようとするも

ので、被災児童生徒を受け入れております吉岡小学校、鶴巣小学校、小野

小学校、大和中学校にそれぞれ１名ずつ計４名をメンタルケア補助員とし

て雇用するもの、また事務補助員１名を教育総務課より雇用するものでご

ざいまして、４節につきましてはこれら雇用にかかわります社会保険料で

ございます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

町民課長内海賢一君。 

 

町民課長 （内海賢一君） 

続きまして、議案書の５ページをお願いいたします。 

議案第40号平成23年度大和町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算

（第１号）でございます。 

平成23年度大和町の国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第１号）

は、次に定めるところによるものでございます。 

第１条歳入歳出予算の補正でございます。 

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ30万円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ21億4,958万3,000円とするものでございます。 

２項としまして、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの

金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補

正」によるものでございます。 

事項別明細書の12ページをお願いいたします。 

歳入11款４項５目１節の雑入30万円は、国保連合会からの助成金でござ

います。 

歳出の８款２項１目保健衛生普及費ですが、市町村保健事業支援モデル

事業に係るもので、８節報償費は講師謝礼、11節の消耗品等はコピー用紙、

アンケート等でございます。また、12節通信運搬費は、アンケートの送付

及び回収費でございます。以上でございます。 
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議  長 （大須賀 啓君） 

保健福祉課長瀬戸啓一君。 

 

保健福祉課長 （瀬戸啓一君） 

続きまして、戻っていただきまして、議案書７ページお願いいたします。 

議案第41号でございます。 

平成23年度大和町介護保険事業勘定特別会計の補正予算でございます。 

第１条としまして、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ46万2,000

円を追加いたしまして、総額を13億4,239万円とお願いするものでござい

ます。 

２項としまして、歳入歳出予算の補正につきましては、第１表のとおり

でございます。 

事項別明細書の15ページ、お願いいたします。 

15ページでございます。 

歳入でございます。 

７款繰入金２項１目財政調整繰入金１節でございますけれども、基金よ

りの繰り入れをお願いするものでございます。 

歳出としまして、１款総務費２項１目賦課徴収費13節委託料につきまし

ては、このたびの震災によります震災被災者に対しまして介護保険料の減

免・還付に関しまして、電算のシステム改修委託料46万2,000円補正をお

願いするものでございます。以上でございます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

これで説明を終わります。 

お諮りします。 

議事の都合により、６月16日は休会したいと思います。これにご異議あ

りませんか。 

   「異議なし」と呼ぶ者あり 

異議なしと認めます。よって、６月16日は休会することに決定しました。 

本日はこの程度にとどめ、延会したいと思います。これにご異議ありま

せんか。 

   「異議なし」と呼ぶ者あり 
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異議なしと認めます。よって、本日はこれで延会することに決定しまし

た。 

本日はこれで延会します。 

再開は、17日の午後１時30分です。 

ご苦労さまでした。 

 

         午後３時０５分  延  会 

 


